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ス
チ
ネ
ァ
ー
ト
|

ル
の
功
置
義
に
就
て 

第一

镳

【

一
八

す
も
の
で
あ
る
。
卽
ち
吾
人
の
外
界
の
有
ゆ
る
觀
念
を 

思
索
の
主
觀
的
感
情
に
持
ち
行
く
の
で
あ
る
。(c

o
u
r
t， 

J. 

s. 

M
m
, 

p. 
1
3ふ

吾
人
は
彼
の
組
想
の
中
に 

ド
ッ
ク
、
ヒ
ユ
ー
ム
等
に
ょ
つ
て
代
表
さ
-る
、
經
臌
派
ヒ 

カ
ン
ト
等
に
ょ
つ
て
導
か
る
、
理
想
生
義
ビ
の
結
合
の 

最
も
敎
：示
的
な
る
說
明
を
觀
る
。

.
，

論
者
成
は
云
ふ
功
利
主
義
程
槪
念
的
混
«
に
支
配
さ 

れ
た
學
說
は
嘗
て
■存
在
し
な
か
つ
た
€
0(
E
部
次
郞
氏 

偷
理
學
の
根
本
問
®
九
三
.肖)

。
吾
人
は
ミ\
0'
1
諸
# 

を
潰
み
て
屢
々
此
の
感
に
製
る
。
併
し
彼
が
ょ
く
感
® 

的
^
藥
を
以
て
滿
足
せ
す
、
人
間
の
內
心
に
介
在
す
る 

も
の
•を
求
め
し
乙
^
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
は
功
利
. 

主
義
の
.理
想
は
一
般
A
士
が
高
-^
な
る
性
格
を
狻
成
す 

る
こw

に
：依
つ
て
の
み
そ
の
目
的
を
達
成
し
得
る
せ
云 

ふ
o (

_

ドUtilitarianism, p. 

1
6)

彼
の
尊
ぶ
所
は
精 

神
の
獲
で
あ
つ
た
？

ト
I

マ
ス
*
ヒ
デ 
'グ
リ
ー

ン
は
.英
_
經
驗
派
0
,努
カ

を
：稱
レ
て
、
赞
_
の
棚
界
ょ
ヶ
.精
_
の
：作
用
を
消
減
し
， 

-

智
識
の
對
象
を
貧
ん
き
受
動
的
感
縣
に
短
縮
せ
し
こ
ビ 

に
あ
る
'?
,し
す
る
。(R.ogers : 

English and 

A
meri

c
a
n 

Philosophy 

since 
1
00

0
0
, p, 

221 

)

。
.然
れW

も五
！！

人

i

は
グ
リ
ー
ン

の
善
或
は
神
は
自
己
の
可
能
性
外
實
現 

な
6

^
す
る
恕
想(

&
0:
,
"0
.
2
2
4

)

ビ
這
個
9
、、、
ル
の
學 

說
ご
の
間
，に
相
共
»
な
る
も
の
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

1
八
七
1ー'
1年
五
月
八
日
佛
國
ア
グ
ィ
ニ
ヨ
ンA

v
i
g
n
o
n

 

に
ジ
ョ
ン
*
ス
：チ
ユ
ア
I
ト
•
、、、
'
を
失
ひ
今
方
^
五
十 

年
の
塵
霜
を
經
過
し
た
"

.

|

憶
ふ
に
偸
’理
說
と
し
■て
の
功
利
主
義
は
旣
に
十
九
世 

一
紀
の
後
半
ニ
ー
ニ
十
年
間
に
太
體
そ
の
菡
礎
を
失
づ
た
。
 

(Albee: 

A

 

s
s
t
c
r
y

 

of Utilitarianism, Intro, xi 
コ
リ

然
れ
ざ
も
過
去
半
世
紀
.に
.瓦
：り
三\

の
最
大
幸
福
說
が 

m

&
上
の
功
利
說
0
動
の
根
元
^
な
り
.、
法
律
成

は
政
一

人
も
之
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
ざ
‘
所
で
ぁ
ら
5
。

V

貨
幣
數
量
說
の
史
的
考
察
：

.、
，
萩

；原

吉

太

部

,
凡
を
經
濟
學
上
諸
說
相
旗
傾
し
て
紛
々
た
る
論
謝
女 

惹
起
し
代
る
こ
^
貨
幣
價
値
の
問
題
ょ
b
®
に
き
は
瓣 

い
.0
就
中
、
货
幣
數
量
說
は
恒
に
興
論
_
の
焦
®
に
.位 

し
A
其
現
在
具
有
す
:^
內
容
肜
膨
に
到
達
す
る
迄
に
は 

峻
激
な
る
難
詰
ビ
幾
多
試
練
の
間
を
經
過
し
た
办
で
ぁ 

る
。
從
つ
て
今
斯
說
發
達
の
迹
を
遡
つ
て
這
個
の
消
息 

を
傑
求
•す
る
も
强
ち
徙
事
で
も
め
る
ま
い
。
私
は
以
下 

主
な
る
學
者
の
著
書
を
必
駆
な
る
K
ff
i
に
於
て
引
用
« 

討
し
て
其1

斑
の
®
知
に
務
め
度
いW

思
ふ
。

S 

J
o
i

 

r
o
c
k
e

 

John 

L
o
c
k
e

を
以
つ
て
貨
*
數
量
說
の
鼻
祖
^
な
す 

は
今
や
學
者
間
の
通
說
で
あ
る
。
乍
併
斯
說
は
決
し
て

彼
に
依
つ
て
創
見
せ
ら
れ
た
る
も

の

に非
す
し
て
、
唯 

單
に
彼
を
俟
つ
て
初
め
て
比
較
的
鮮
明
に
表
現
せ
4
办 

た
に
過
ぎ
無
い
。
從
つ
て
彼
に
附
與
す
る
に
鼻
服
な
る
'
 

冠
辭
を
以
つ
て
^ -
る
は
必
し
：も
允
當
で
は
な
い
。
斯
說 

の
*
夺
4
®

に
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せ
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p
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錄
.貨幣敕霞ゆ史的
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察

第一

號

o

the... .Rise, or'Fall

.

thereof,

3*.OUT. OWIror. neibsur- 

m
g

 

N
a

rto
n
s
; 

s
d the 

Reason, 

T
o
s
t
b
e
r

 

with 

a 

Short: A
ccount 

of"

o
u
r
. 

c
o
m
s
o
n
.

 L
a
w

 

therein.

、
 

A
s

 also Tables of the Value 

of All sorts of psrls, 

blamonds. 

G
o
l
d
'

 

Silver, 

and 

other 

Metals. 

身

3
,

の
a.
i
j
:も
逢
着
す
る
。，：w.
 

S
.

は
學
術
を
代
表 

せ
る
_
學
傅
士
を
し
て
目
前
の
，經
濟
祺
象
を
說
明
せ
，し 

め
て
.ゐ
る
。
即
ち「

陴
士
は
物
價
騰
貴
の
.原
^
を
前
破
治 

世
の
間
に
於
け
る
_
貨
：の
品
位
下
落
に
求
め
>

1

次 

い
で
英
國
內
の
貨
幣
は
今
や
其
適
度
の
品
位
を
冏
復
し 

ね

雖

も

、
印
度
ょ
h
殆
ざ
：無
限
に
貴
金
1!
の
輸
入 

せ
ら
：る
\
結
果
ビ
し
て
貨
幣
價
値
は
依
然
其
下
落
の
趨 

;

:
-,
勢
を
繼
緻
し
"
蓓
時
に
在
り
て
は
、.三
十
破
乃
.至
四
.十
谤
.

•

'.
の
取
入
を
有
す
る
漭
は
赏
漭
中
に
算
へ
ら
れ
た
る
も
今
：
 

日
に
て
は
^:
食
^
相
安
る
遠
か
ら
ざ
ふ
/J
も
の
ど
看
做
さ 

.る
、
に
至
れ
6

^
說
け
ご
。(

高
樵
«

ー
郞
敎
授「

沙
翁 

の
著
截
ミ
誤
傅
せ
ら
れ
|た
：る
厝
名
双
の
經
濟
著
書」

經

^
は
餘
ら
に
律
^
な
る
論
據"/」：.

云
は
ざ
る
を
#
ぬ
。
現 

に
我
々
は
f
 

H
o
n?

以
後
の
貨
幣
數
最
說
唱
道
者 

を
以
つ
てn

n

せ
ら
る
學
者
中
ょ
5
鑄
貨
亡
貴
金
璐
^
の 

間
K
區
別
を
設
け
今
'
又
は
貴
金
颶
に
就
て
の
み
論
述 

す
る
論
者
を
引
用
す
る
は
甚
rr
B
冷
ft
る
^
で
あ
る
ノ 

例
へ
ば 

Montesquieu 

は
其
名
著 L

》Inspirit 

d
e
s

o
i
s
, 

I
7
400
V
の
棚
に「

貨
幣
は
貨
物
の
價
格
で
あ
る
。
然
ら
ば 

如
何
に
し
て
此
價
格
は
，決
宠
せ
ら
る
ゝ
か
、換
.K
す
れ
ば 

貨
贬
の
幾
許
量
に
依
り
各
貨
物
は
代
表
せ
ら
る
ゝ
か
。
 

若
し
蚤
世
界
に
於
け
る
金
銀
ぞ
货
物
總
量
と
を
牝
較
す 

れ
ば
"
汎
ゅ
る
特
殊
の
貨
物
は
金
銀
全
*
の
或
部
分
e 

比
較
さ
れ
得
る
事
明
確
ャ
あ
る
0:

二
方
の
全
3

他
方 

の
佥
部
な
る
如
.く
スi

方
の
：部
脅
は
他
方
の
部
分
で
あ 

る
o.

现
：世
界
に
存
す
る
貨
物
取
に
_ 一te
l
な
る
か
、
若
わ 

く
は
歸
入
し
#
る
貨
物
|1
;
;個
の
み
に
し
て
、
而
も
貨 

幣

0/
)
如
ぐ
分
_
し
得
4>
'
ど
.假
足
す
れ
ば
、
：此
貨
物
の一 

部
，
分

は

金

龈

最

の 

一
®

^

ぞ

相

對

L

、

一
，
方

の

华

ば

.は

濟
學
史
硏
究
一
五
六
頁
，

)

.、
又
貨
幣
僧
做
測
定
の
創
始
者 

れ
る
w
o
e 

V
a
u
g
h
n

は
千
六
百
五
十
年
の
物
偾
が
千
ご| 

百
?£
十

部

に

比

し

六

倍

乃

至

.

八
倍
に
^

;.i
a
k:
貨
幣 

價
値
が
以
前
同
一
名
稱
に
よ
6

存
し
た
る
2

■.り

三

倍

に 

yl
上
げ
ら
れ
し
を
.考
慮
に
加
■
ふ
れ
ば
一
一
：
倍

乃

至

；
三

倍

の 

昂
K

を

な
せ
る
を
說
べ
、
斯

く

て

「

吾
入

は
次
に
余
銀

 ̂

此
等
に
據
b
評
價
せ
ら
れ
し
諸
.貨
物
6

の
間
に
事
實
生 

起
せ
る
比
-
の
相
S
は
主
に
否
寧
る
佥
然
過
丧
四
年
間 

に
：瓦
り
東
叫
印
度
よ
b

輸
致
せ
ら
れ
た
る
許
多
の
上
記 

金
鳩
數
»
よ
6

惹
起
せ
し
を
說
明
し
よ
ぅ」

皮
叙
述
し 

V

ゐ
る(

c
r
x
l
.

 

p. 

1
2
4
)
。

以
上
1
ニ
の
引
用
は
明
瞭 

に
貨
胳
數
量
說
の
前
芽
.^
7
0
1
1
1
1

L
o
c
k
e

以
前
に
#
し 

た
る
事
を
裏
書
す
る
も
の
V
JIL
說
す
る
事
が
出
來
る
。
.

勿
論
彼
等
の
論
及
す
る
所
は
、

I

I Lo
c
k
e

€
異 

り
、
貨
幣
素
材
た
る
貴
金
厕
に
就
ぃ
てV

あ
る
o
乍
併 

此

.
事
を
以
つ
て)

。ぎ

H
o
o
^
o •を
以
つ
て
斯
說
吵
開 

祖
^
!な
し
"
独
等
に
於
て
其
萠
芽
を
誠
む
る
を
否
宛
す

他
方
の
半
ば
に
、
一
方
の
十
分
のK

苗
分
の1

、千
分
の 

一
は
他
：方
の
十
分
の1

、

取
分
0 
一、
^

^
のV

赢

立
 

す
る
。
然
れ
典
人
類
間
.の
：貨
物
は
總.：V

1

時
に
取
引
さ 

る
> 
6
の
に
ぁ
；
す

、
.又
其
表
徴
た
る
金
®
即
ち
貨
幣 

も
總
で
一
時
に
取
!̂
さ
る
.
Nも
の
で
無
い
。
故
に
働
格 

は
貨
幣
：全
體
ど
貨
物
全
體
く 

$

»合
*]
合
、
及
び
砍
引 

さ

る

>貨
幣
全
體
^
収
引
さ
.る
\
貨
物
全
體
ビ
の
祓
合 

:割
合
卩
曲
夕
決
定
3
れ
る
。
而
し
て
今
日
収
|̂

外
の
货 

物
及
が
貨
幣
も
翌
日
は
取
⑴
場
裡
に
入
り
來
る
事
ぁ
る 

可
き
を
以
つ
，て
、
價
格
决
寧
は
稂
本
的
に
は
恒
に
货
物 

全
體
の
貨
幣
全
體
に
對
す
名
比
率
に
侬
賴
す
。J 

f
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印

度
發
見
以
來
ー
一
十
對
ー
の
比
港
を
以
つ
て
歐
洲
に
於
け 

る
金
龈

.

增
大
す
れ
ば

.

、
食
料
.品
及
び
商
品
は
一
ー
十
對
一 

の
比
率
を
以
つ
て
騰
貴
す
る
で
ぁ
ろ
ぅ

o

然
る
に
若
し 

商
品
及
び
食
料
品
め
分
量
が
：ニ
對.

I

の
此
準
を
以
つ
て 

增
#

す
れ
ば
、
此
德
貨
物
は
ニ
十
對

i

の
比
率
に
て
騰

篼
十
八
泡
.

2
1
1
1
)

雜
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錄
：

m
m
數
量
跳
の
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的
考
察
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笫
一離
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ニ
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貴
し
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對1

の
比
率
に
て
下
落
し
た
れ
ば
、結

！！
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合
は
寧
に
十
對
ー
に
落
着
く
で
あ
ろ
ぅ」

(

&
ぞ

><
J
日 
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2
1
7
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w

貨
幣
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貴
金
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S
を
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一
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し
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る
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c
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如
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或

時

は
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「

.® 

班
牙
ノ
葡
萄
牙
の
探
險
以
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歐
洲
に
輸
致
せ
ら
れ
た
る 

金
銀
分
最
は
此
等
金
«
を
從
前
ょ
.り一

般
化
人
低
落 

せ
し
め
、
爲
に
ニ
十
志
は
辛
ぅ
じ
て
西
印
度
發
見
前j 

志
な
b
し
®
物
を
臟
入
す
る
の
みV」
な
つ
た
‘

」
V」

言
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、 

又
他
時
は「

我
外
國
賀
易
衰
退
し
國
內
現
存
貨
幣
の
半
. 

ば
を
拉
去
：せ
ら
る
、
に
至
れ
ば
土
地
所
產
は
其
現
在 

賣
却
の
内
然
偾
格
の
半
ば
に
.て
寶
却
さ
れ
ね
ば
な
-る
ま 

い O
J
(
A
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m
ea
n
s 

to 

R
e


store 

both 

pp. 

7
【

1
7

2.)'。(LsghHn,...The.... PHncipl.es 

of M
o
n
e
y

 

pp. 

2
3
T

2
3
2 

ょ
り
®
引
用)

。
’ vj

述
べ
雨 

者
を
全
然
混
淆
^
て
ゐ
る
如
斯
貨
幣
ご
貴
金
属
ヾ」

を

1
!

|

|
I
I
|
I

甄
別
せ
ざ
る
は
當
時

.

般
論
者
の
上
：

i

認
知
：せ
ら
る>
.

:
 

傾
向
で
め
つ
て
，
而
も
此
：

«

な
る
未
だ
紙
幣
：の
裙
在
な 

ぐ
或
は#

狂
す
る
も
求
だ
注
因
を
惹
く
に
至
ら
^
り
し 

當
時
に
：於
て
は
何
等
锊
し
ひ
に
足
ら
な
ぃ
。

.
斯
く
の
如
く
な
.れ
ば
、
菩
人
は
貨
幣
數
最
說
は
第
十 

六
世
紀
の
頃
、
當
時
の
物
«
激
騰

て

ふ

經
濟
事
象
ご•

マ 

I
'力
' ン
チ
タ

♦ス
ム
て
ふ
經
濟
思
想
、ど
が
.偶

t
逢
^
し
た
.

る
結
果
必
然
的
に
胚
胎
し
た
る
'も
の
に
し
て
、
そ
を
初 

め
て
明
晰
に
表
明
せ
る
は
J
effL

o
c
k
e

で
あ
る
s

nr 

正
せ
ね
.は
な
ら
な
い
。
 

.

洵
に
未
開
の
寶
庫
'新
火
陸
發
昆
せ
ら
る
、
や
，
空
し 

く
地
下
.に
觇
沒
せ
ら
れ
仅
る
金
銀
は
益
に
歐
洲
に
流
入 

す
る
に
至
り
、
斯
ぐ
て
.'增

木

せ

，
る

貴

金

餾

は

貨

幣

の 

增
加
を
促
し
、
增
加
せ
る
货
幣
は
物
憤
昂
騰
の
因
す
な 

つ
た
。J

a
c
o
h

の
計
算
に
從
へ
ば
，
新
大
陸
發
見
當
時 

一
二
千
四
百
萬
蹄
な
り
し
歐
洲
の
§

は
千
五
W
九
十
九 

年
に
は」

，

九
千
七
西
萬
破
に
上
つ
た
。{Walker. 

M
o
n
e
y
,

 p. 

134) 

此

增

、加

數

量

は

.

今
H
ょ
b
il
a
す
れ
ば
僅
少
な
b 
V
Jla
t 

旣
存
蒂
積
*
甚
だ
尠
少
な
り
し
當
時
に
在
り
て
は
物
價 

の
上
に
：著
火
な
る
影
響
を
及
し
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
：
 

佛
國
に
於
.て
千
五
百)

年
ょ
り
千
五
西
ニ
十
年
迄
五
法 

な
り
し
小
麥
は
千
五
百
六
4
~1^

ょ

^
^
千

五

西

八

十

年 

間
に
は
二 

一
 

•三
、三
法
ヒ
な
り
。
英
國
に
於
て
千
五
百 

六
十
年
ょ
ゝ
千
六
商
年
間
の
小
麥
は
千
四
西
五
十
年
ょ 

爿

千

五

西

年

間

の

ー
-—
•
•六
四
倍
に
昇
騰
し
れ
の
で
あ
る
o 

(Rosdler, 

political^conomv. 

Lalor tr. 

p>. 

4
1
3
)
， 

此
必
然
の
結
來
ど
し
て
時
人
の
掘
線
は
期
せ
す
し
で
貨 

幣
價
値
の
.問
題
に
集
中
せ
ら
る
\
に
隹
つ
た
。
，然
る
に
. 

當
時
は
マ
ー
ヵ
ン
チ
リ
ズ
ム
の
思
潮
歐
洲
の
天
地
.を
風 

靡
し
彼
等
は
貨
幣
ビ
資
本
ビ
を
同
義
に
解
し
、
正
貨
流 

入
の
獎
勵
、
流
出
の
阻
礙
に
汲
々
た
る
有
様
な
り
し
を 

以
て
被
等
は
貨
幣
數
量
の
.增
減
の
み
が
％
«
激
騰
の
0

, 

な
信
憑
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
ブ
乍
併 

第十八卷雜

0
.
:
c'
i
n

這
般
の
見
'地
は
物
價
昇
騰
す
る
や
，直
ち
に
發
生
せ
る
も 

の
で
は
無
.い
。
此
事
は
、
其
赏
初
に
於
け
る
各
_
政
府 

の
施
政
よ
む
し
て
明
瞭
に
：察
見
ぜ
ら
れ
る
。
例
へ
ば
西 

班
牙
に
て
は
重
耍
貨
物
の
轍
出
禁
止
，
小
寶
業
に
#
す 

|

る
干
涉
に
よ
り
、
英
國
0

H
e
n
r
y

八
世
は
奢
侈
品
に
'
 

對
す
る
法
規
、
公
定
價
格
.の
設
定
、
外
阈
贸
易
商
の
排 

斥
に
よ
り
、
這
.個
の
：現
^

J

阻
止
せ
.んW

#

め
た
の
で 

ぁ
る。

(Ibid, 

P
'
4

叫3)

。

然
り
ば

f
 L

o
c
k
e

は
如
何
な
る
形
式
の
，下
に
如 

何
な
：る
.文
学
^
使
用
し
.1:
彼
の
意
見
ャ
表
明
せ
^
:や
。

彼
は
實
に
：經
濟
學
の
全
赇
.に
'瓦
^
ミ
去
ふ
も
敢
て
不 

可
な
き
其
隅
名
の
著
’

s
o
m
e

 consideration of the con- 

\ 

sequences 

of the .nowerilTg 

Interest:, 

and 

Raising 

the valce 

of M
o
n
e
y
.

 In aofietter to 

a 

m
e
m
b
e
r

 of 

PerHaments 

1
6
9
1
.

に
於
て
必
要
に
靡
じ
斷
片
的
に
論 

.
及
.せ

る

も

の

に

し

て

、
，
余

其

：散

技

せ

る

意

見

を

.綜

合

統 

1

す
れ
ば
次
の
如
ぐ
な
る
。

“

,

笫

：
一

寿

一1i
:

貨
幣
數
蛰
訧
の
.史
的
者
察



第
十
>\
猞

雜

錄

，

C

ニ I

四)

貨
幣
‘數
墩
說
の
.炎
的
塞 

「
汎
ゆ
る
貨
物
の
價
格
は
買
手
及
び
賣
牟
の
數
に
比
で
あ
：る 

例
し
て
上
下
す
る」

(P. 4
4
)

故
に「

總
て
物
の
.
«値
を
正
*

當
に
箅
出
せ
む
さ
希
ふ
者
は
："
邦
捌
ロ
に
比
例
せ
る
其 

數
量
を
量
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ」

^

6
0
) 

0
然
る
に「

S
幣 

に「

對
す
る
欲
蕻
は
、•恒
に
殆V

到
處
同j

に
し
て
與
捌
，

ロ
に
は
極
.め
て
微
少
の
S
E!
;
あ
る
に
M
ぎ
ず
矶
且
他
に 

容
舄
に
其
缺
.を
補
促
す
石
も
の
が
け
れ
ば
|
丨
其
嫩
最 

を
減
少
せ
ば
恒
に
此
偾
格
を
增
大
し
此
同一

分
最
を
し 

て
他
物
の
觅
に
火
な
る
分
最
€

交
換
せ
し
め
る」

。(

で 

皆)

、货
幣
の
捌
ロ
は
恒
に
充
分
な
る
か
成
は
充
分
以
上 

で
あ
る
。
故
に
恤
貨
物
の
如
く
典
數
量
ビ
捌
ロ
皮
の
.比
.

寧
を
考
處
す
る
雍
な
，
m

に
其
數
量
の
み
に
曲
り
、
克 

<
a.
L
價
値
を
調
整
す
る
事
が
出
來
る
。，(P. 

7
0

)

。

.

彼
の
貨
幣
數
置
說
檢
討
に
際
し
常
然
諭
及
せ
ら
れ
ね 

ば
な
ら
ぬ
一
事
は
流
®
速

度

な

る

槪

念

に

就

い

て

！̂

あ 

る
。
彼
は
明
白
に
流
通
派
度
を
街
II
I
せ
る
に
保
ら
ず
、
.

遂
に
斯
項
目
を
貨
幣
數
最
說
上
：に
論
及
：し
な
.か
つ
れ
の

:
第
！猇

：
一: 
ニ
四
：

,
0
彼
は
商
業
に
‘̂
り
て
必
耍
な
る
貨
幣
數
最
を 

論
じ
作
る
赌
に
-次

办

如

：ィ

叙

述

；じ

：て

ゐ

る

。

「

商
業
に
對
才
：る
貨
幣
所
耍
*
は
幾
許
な
b
や
を
®
矩 

す
る
は
幽
で
あ
も
：。
所
喪
景
は
唯
單
^
貨
幣
數
量
の 

み
な
6
中
其
流
通
：速
.度
に
1
«
あ
る
故
で
あ
る
。
 

i
同
一
の
、志
^
恒
に
同
—
な
&
中
成
.時
は一

一
十
H
間I

一
 

+
-
<に
：對
し
支
狒
.れ
或
時
は
百
へ
日
間
.问
一
人
の
*:
中
ね 

全
然
靜
止
す
る
#

も
め
ら
ぅ」

(

" 0
.

,
3
2

)

.
斯
く
明
確
に 

意
識
せ
，4
彼
に
し
て
、
何
故
に
之
を
貨
幣
數
最
說
上
に 

論
及
す
■る
事
な
が

^
し
か
。
此
答
は
甚
だ
明
白
に
し
て 

«
單
で
あ
る
.°
彼
の
商
業
'に
®

6
て
の
必
喪
七
は
絕
體
：
 

需
要
を
意
味
す
る
の
で
あ
'る
。
然
％
11
彼
は
現
實
»
耍 

は
無
限
な
b

e
す
.る

:0
故
に
瑰
實
需
耍
を
論
や
る
貨
幣 

數
餘
說
上
に
.於
t
は

惑

然

被

の

，頭
®
裡
に
#
し
な
か
つ 

た
の
で
あ
つ
て
、
彼
の
魅
解
を
.以
'つ
て
す
れ
ば
當
然
の 

歸
結
ど
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

.

斯
く
彼
の
货
幣
數
量
說
は
貨
幣
貨
物
ニ
量
の
«
立
關

係
を
明
示
せ
‘中
、
且
貨
幣
を
流
通
場
裡
に
限
走
す
る
事 

な
く
、
文
信
用
流
通
速
度
等
を
禅
目
す
る
に
至
ら
す
？

寬
ム
文
字
通
り
の
最
素
櫟
な
る
貨
?f
數
量
說
に
過
ぎ
な 

が
ク
位
。
然
ら
ば
斯
說
が
此
最
素
朴
の
域
を
脱
し
て
"
-) 

比
較
的
近
代
的
形
態
へ
の 

一
?

通
む

る

に

.

至
れ
る
は| 

何
人
の
燜
眼
に
1>
侬
す
る
か(

他
無
し
。David 

H
i
e

 

|

•其
人
で
あ
る
。

U

 

D
a
v
i
d

 

K
u
m
e

 

David: H
u
m
s

の
論
®
を
味
漬
せ
る
者
は
何
人
も
彼 

の
貨
幣
数
量
說
に
寄
與
し
.た
る
三
個
の
效
績
を
認
謀
せ
一 

ね
ば
な
る
ま
い
。
某
三
個
の
功
績
^
は
ー
、
前
人
の
漠 

然
ど
貨
胳VJ

貨
物
^
を
對
立
せ
し
む
る
に
反
し
て
之
れ| 

を
流
通
場
裡
並
び
に
市
場
に
限
定
し
た
る
こ
/
>
一.！：紙

； 

幣
及
び
證
券
信
用
を
斯
說
上
に
論
及
し
た
る
こ
ビ
、三
、
 

輸
出
入
栘
動
に
斯
說
を
適
砠
せ
る
乙

t
是
れ
で
あ
る
。

‘
右
の
中
第
一
一

g

は
彼
を
俟
つ
迄
も
な
く
>
經
濟
事
象 

椎
移
の
必
然
の
結
果
せ
し
卞
論
及
せ
ら
る
>
所
、
之
を

第
十
八
卷

(

一
一

'
1

3 1〕

雜
:錄貨幣數蛩訧の史从

以
つ
て
彼
の
功
續
？
な
す
は
溢
美
：の
言
ど
|
1は

V
沄
へ 

る
o'
遮
莫
、
此
1
1
1點
は
貨
幣
歡
量
談
に
近
代
的
形
態
を
. 

附
與
せ
る
.事
は
.殆
ざ
菩
人
の
®
々
を
要
せ
ざ
る
所
で
あ 

る
。
私
は
以
下
順
炎
彼
の
a
解

を

引

用

し

"

以

て
其
溆 

言
^
ら

ざ

'る

の證
左
€
.
す
な
、
論
*

の
第

一
は
次
の
一 

文
ょ
6

明
瞭
に
確
說
せ
ら
れ
ね
ば
な
らg

 o
r
g

ゆ
る
貨 

物
の
價
格
は：

貨
幣
^
貨
物
，ミ
の
比
率
に
依
賴
し
、一

方 

に
於
け
る
願
著
な
る
變
動
は
價
格
を
引
上
ぐ
る
か
引
下 

ぐ
る
'か
.執
れ
か
の
一
影
響
を
有
す
る
事
自
明
の
理
な
り
，
 

ビ
.
M
考
せ
ら
，.る
..。貨
物
を
增
加
せ
ば
^
は
.低
廉
c .
:̂

シ 

貨
幣
を
增
•加
t
ば
"其
價
値
は
»
貴
す
る

。
同
樣
に
.他
方 

前
者
：の
減
少
並
び
S

0

の
«
少
は
夬
々
反
s

m
ln
j 

を
基
す
る
。
而
：も
物
偾
はi

國
内
に
存
す
る
貨
幣
及
び 

貨
物
の
絕
對
量
ょ
6
市
場
に
現
れ
、
若
し
く
ば
現
る
可 

き
貨
物
及
^
流
®

^
る
貨
幣
の
：絕
對
量
R
繁
依
す
る
は 

明
白
.で
あ
る
.若
I
鑛
豪
幽
中
に
閉
壅
.せ
ら
る
れ
ば
、
 

.其
：は
物
價(

“
關
し
«
却

せ

：
ら

れ̂
る
.ビ

同1

で
.
_あ

る

‘ド 

-考
察
 

？

ま 

一
二
五



ニ
ニ
六

)

.

雛

0

使
幣
數
散
餽
の
也
鲋
考
察

第一

號

一
ニ
六

若
し
貨
物
が
倉
腺
中
に
齋
廣
せ
ら
る
れ
ば
，相
等
し
5
結 

采
を
惹
起
す
る
で
あ
ろ
ぅ
？
此
場
合
の
貨
幣
並
に
貨
物 

は
逢
着
す
る
事
^
き
を
以
て
、
相
互
に
影
■響
す
る
事
は 

出
來
な
い」

o
w
s
s
a
y
s
'
M
o
r
a
l
,

 

Political, 

a
n
d

 

Litera

ry, 

W
o
r
l
d

 

L
i
b
r
a
r
y

 

of w
o
r
d

 

L
o
o
k

 

&

 

I
v
e
r
.
^
p
.

 

<;2;173)。

論
a
の
第
二
は
次
の
諸
文
に
ょ
り
課
明
せ 

ら
れ
る
。「

彼
等(

鈒
行
公
債
及
び
證
券
信
用
の
如
き
制
- 

度) 

は
紙
幣
を
貨
幣VJ

同
等
に
し
且
全
國
に
流
通
せ
し 

め
、
之
を
以
つ
て
金
銀
の
地
位
を
補
充
^
し
め
？
之
に 

準
じ
て
勞
働
及
び
貨
物
の
價
格
を
引
上
げ
"
斯
く
て
楚 

镣
金
媧
の
次
部
分
を
驅
逐
す
<
?か
、
若
し
ぐ
は
、
夬
以 

上
の
增
加
を
抑
制
す
る
も
の
で
あ
る
、

」

9〖

d p, 

JS9) 

「

公
偾
說
書
は
吾
人
に
v

b
一
種
の
貨
幣
^
な
り
て
金 

舰
^
等
し
く
時
偾
を
以
つ
て
容
易
に
流
通
す
る
0」 

(Ibidp. 

2
0
8
)、

「

公
偾
證
書
は一

種
の
證
券
信
用
に
し 

て
此
種
貨
幣
に
隨
伴
す
る
沉
ゆ
る
I不
利
を
具
有
し
て
ゐ 

る
。：

彼
等
は
國
家
の
最
も
顧
著
な
る
取
引
に
金
銀
を
省

除
し
、
之
を
.一
般
流
：通
場
«
に
入
ら
し
め
、
斯
く
て
有 

ゆ
る
食
料
品
及
び
勞
；働
を
然
，6
ざ
'る
、他
の
場4

ロ
に
於
け 

る
ょ

-o

高
直
な
ら
じ
め
る
。し(

1

0 -
0 :
'

セ.

2

1

3

0

公
债
證 

書
を
以
つ
す
貨
幣
ミ
な
す
は
JH
當
な
り
や
否
'や
は
勿
論 

議
論
0
佘

地

ぁ

る

も

其

は

又

別

，箇

0
間
題
に
厠
し
愛
に 

論
及
す
可
き
限
b
で
な
い
。
最
後
：に
彼
は
斯
說
を
次
の 

如
ぐ

國
際
贸
易
に
適
用
し
て
ゐ
る
。「

火
英
國
に
双
け
る 

全
貨
幣
0
五
分
.の
四
が：

一：.夜
み
裡
に
滅
失
し
、
國

K

悉 

く
IE
貨
に
關
し
てH

a
r
r
y
s

苦
じ
く
はs

w
a
r
d
s

の
治 

世
と
同

一
狀
態
は
逆
轉
せ
ば

>

 

如
何
な
結
粜
を
招
來
す 

可
さ
や
。
汎
ゆ
る
勞
働
及
び
貨
物
の
價
格
は
之
れ
に
準 

，じ
て
低
下
し
、_

汎
ゆ
る
も
の
は
當
時
の
如
く
低
廉
に
販 

賣
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
如
.何

な

.る

國

民

も

汎

ゆ 

る
外
國
市
場
に
於
て
吾
人
^
角
逐
し
菩
人
に
充
分
な
る 

利
益
を
澈
す
偾
格
ビ
同I

に

て

海

運

.を

營

み

製

品

を

賣 

却
す
る
事
は
出
來
な
.い
。
從
つ
て
速
に
喪
失
せ
る
貨
幣 

を
返
還
し
隣
國

V

同
一
平
準
に
上
ら
し
め
る

o

:

1

度
愛

に
到
達
せ
试
貨
物
及
び
勞
働
：の
低
廉
な
る
if
f
の
利
益
は 

失
は
れ
此
以
上
の
貨
幣
流
入
：は
吾
人
の
充
滿
に
ま
り
停 

止
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ」

(Ibid. 

pp. 

185—1
8
6
)
0

斯
く 

て
彼
はR

i
c
a
r
d
o

に
先
ち
て
旣
に
諸
國
民
間
に
於
け
る 

贲
金
爝
分
配
の
法
則
を
劁
兇
し
れ
の
で
あ
る
。
以
爲
ら

C「

此
作
用
は
-
-
憐
接
せ
る
机
ゅ
；る
國
民
の
間
に
殆

ん
^
各
國
民
の
技
術
及
び
エ
業
匕
此
例
し
た
る
貨
幣
を 

保
有
せ
し
む
る
こ
ビ
は
明
瞭
で
あ
る」

。W

 

(Ibid. 

P, 

100
6)

。
,

:

斯
く 

H
u
m
e

に
據
ヶ
、
修
疋
せ
ら
れ
れ
る
貨
幣
數 

量
說
は
時
人
の
紹
述
す
る
所
^
な
れ
る
も
、
而
も
更
に 

1

步
を
進
む
る
者
な
く
唯
其
*

相
を
嘗
0
る
.に

過

ぎ

ず 

例
べ
ば J

o
s
e
p
h

 

Harris 

の
-
A
n

 

E
s
s
a
y

 

u
p
o
n
g
o
n
e
y

 

a
n
d

 

Coins. 

<
5

7

の
如
&
は
前
人
の
見
»
を
細
心
に 

敷
衍
せ
る
に
過
ぎ
な
い
。從
つ
て
Co
,
. J. 

3
〔 s

a
r
t

並
び 

U

 A
d
a

日S
m
i
t
h

の
反
對
論
に
邀
.へ
ら
る
、
迄
の
貨
幣 

數
量
說
は
マ
ー
力
ン
チ
ジ
、ズ
ム
の
影
響
を
免
れ
ず
し
て

遂
に
貨
¥
の
需
嬰
侧
-を
顧
眄
す
る
に
茧
ら
な
か
つ
れ
.の
-
 

で
あ
る
。

然
る
にS
t
e
u
a
r
t

は
物
價
が
流
®
場
裡
に
於
け
る
貨 

幣
總
量
に
依
賴
す
飞
ふ
斯
說
を
極
力
排
斥
し
、
其
は
货 

|

物
の
數
量
>
人
々
が
其
に
對
し
て
爲
す
需
要
、需
駆
者
間 

|

の
競
爭
、，
需
要
者
の
能
力
の
程
度
に
憑
依
す
^
な
し
貨 

物
を
欲
望
ヾ」

の
«
對
的
關
«
に
歸
せ
し
め
ん
ど
す
る
に 

至
り
、又

S
m
i
t
h

は
貨
物
.に
關
す
る
見
解
は
又
貨
ff
l
i 

.
も
當
篏
め
得
可
し
^
な
し
、
金
銀
の
價
値
變
動
は
.金
銀 

の
或
分
量
が
®
ひ
；得
る
勞
働
量
、
若
し
く
は
典
が
交
換 

せ

ら

る

、
他

貨

%
の
量
は
«
に
斯
か
る
交
換
の
な
さ
る 

\
時
に
知
ら
れ
れ
，る
鑛
山
の
豐
鏡
搜
に
遞
依
し
、
米
國 

I:

の
豐
富
な
る
鱗
山
發
見
の
結
果
金
酿
の
價
格
下
落
せ
.る 

は
生
產
に
耍
す
る
勞
.
量
を
減
.じ
得
る
に
至
れ
る
が
故 

«
り
ミ
論
斷
し
、
觅
に
進
ん
で
例
令
ひ
紙
幣
の
筱
竹
を 

見
石
も
、
其
れ
-し
ょ
り
代
遣
せ
ら
れ
れ
る

部
：分
の
貨
幣 

量
は
流
®
外
若
く
は
：外
國
に
流
出
す
可
き
を
以
'て
、
：依

篼
十
八
猞
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第
ー
_

匸
ー
八 

然
金
銀
の
偾
値V」

他

種

貨

物

：の

價

.

値
ミ
の
割
合
は
恒
に
高
調
す
る
に
至
れ
る
必
然
の
結
果
で
あ
る
q 

流
狐
す
る
紙
幣
の
性
質
又
は
分
量
に
酸
依
せ
す
、
金

銀

從

つ

て

か

V
る
反
對
說
に
織
過
せ
ら
れ
た
る
貨
幣
數 

.
を
供
給
す
る
鑛
山
の
豐
饒
度
に
憑
：依
す
€
講述しれの量說

^
其
陶
化
を
免
れ
^
か
つ
た
の
で
あ
る
。
今
其
浸 

✓ 

•
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
見
解
は
明
に
货
幣
数
量
說
に
對
_
の
迹
を
尋
.ぬ
る
に
、
彼
等
は
滞
赛
侧
を
も
興
0
す
る 

‘つ
て
放
た
れ
し
攻
雜
で
あ
る
。(s

m
i
t
h

.の
市
場
價
格
に
に
至
り
、
其
結
果
爾
要
に
し
て
變
化
な
き
限
り
に
於
て 

就
い
て
需
要
供
給
の
關
係
を
货
定
せ
る
こ
ど
•、
及

び

彼

0
み
貨
幣
憤
値
は
貨
幣
數
*
に
依
賴
す
ビ
ぶ
し
、
又
彼 

に
及
せ
る
影
響
の
經
路
を
併
せ
考
ふ
る
時
、
彼
は
貨
幣
等
は
貨
幣
僧
値
を
も
生
產
费
に
覓
る
結
果
貨
胳
價
哺
ニ 

I 

數
量
を
遵
奉
せ
る
に
非
る
やV」

思

惟

せ

ら

る

、
も

、

事

| 

ニ
個
の
場
合
を
設
定
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

!
^
:

®

-w
の
著Wealth 

of 

Nation

k

6̂
l:
M
e
c
t
u
r
e
s

 

o
n

の
消
息
は
近
代
貨
锻
數
量
說
興
廢
0
分
岐
點
に
立
ち
、
 

1

0

 ̂

1
0
. W
.
1
C
0

 

>

1
 

.而
も
克
く
斯
說
を
改
修
す
る
事
に
依
り
、
前
人w

後

人

. 

-

p
 

の
孰
れ
に
於
て
も
斯
說
を
認
諾
せ
る
迹
を
秋
S
を
連
絡
す
る
タ
ン
グ
皮
な
れ
るo

a
v
i
d

 

s
c
a
r
d
o

に 

毫

む

る

事

が

出

來

ぬ

。
傲
に
吾
人
は
龜
日
ァ
ダ
ムI
於
て
窺
知
す
る
事
が
出
來
る
。

:
ス
ミ
ス
記
念
講g

會
に
際
し
、
山
崎
博
士
が
我
II
I
引

水

,

E

D
a
v
i
d

 

R
i
c
a
r
d
o

 

,

;•
'
的
見
解
を
抱
け
&
古
痛
部
せ
：.る
.
.

L
a
u
g
h
l
i
n
.

の
見
解
に
.
.:■
.
.ゾRicardo.

は

S
m
i
t
h

の
見
解
を
紹
述
し
以
，て
貨
序
價

'

:
;
左
袖
せ
ざ 

値
を
典
生
產
费
に
、
觉
む
る
ビ
同
時
に
何
等
の
制
限
を 

h
c
h
k
e
.

 

L
a
w
,

 

Montesquieu, 

H
u
m
e

等
ヒ
興
り
金
熥
::
附
す
る
事
な
く
貨
幣
數
敖
說
を
容
認
し
た
。
牝
結
*
彼

、

解
せ
ら
る
，
.然
れ
共
、
之
れ
彼
が
遂
に
明
言
ずV

 
く
し 

て
nn
-f
f
す
ろ
事
な
か
K
Vし
不
注
意
に
基
^
す
る
も
の
に 

し
て
、
彼
の
胸
奧
に
於
て
は
此
一
一
個
の
見
解
は
何
等
の 

梳
着
な
<
併
有
せ
ら
れ
た
の
：で
*
る
ゾ
即
ち
彼
はT

國 

:

の
貨
幣
が
其
.に
由
り
置
換
せ
ら
る
、
商
品
優
ど
正
し
き 

割
合
を
保
有
せ
を
場
合
.に
ほ
勞
働
偾
價
說
ゼ
逾
用
し
ノ 

其
池
の
場
合
に
は
貨
幣
數
景
說
を
採
用
し
た
の
で
.あ
る 

然
し
て
彼
の
特
に
紙
®
に
關
し
て
斯
說
を
論
述
す
る
事 

多
き
は
、
常
時
彼
の
自
前
に
横
る
^
周
の
急
は
金
紙
の 

關
係
に
あ
り
し
故
に
外
な
ら
ぬ
。

.

‘

即
戰
爭
、獨
逸
皇
帝
に
對
す
る
貸
金
、外
國
使M

の
大 

«
湛
宛
に
振
出
せ
る
手
形
、
政
府
に
對
す
る
貸
金
等
は 

相
俟
つ
て
英
國
鈒
行
に
對
す
る
芷
貨
耍
求
の
殺
到
を
馴 

致
し
、
其
結
果
千
七
^
九
十
七
雄
一
一
月
-
一

十

六

日

同
行 

の
1£
货
支
拂
停
止
宣
言
以
來(

0̂

??on the suspension 

of Cash 

Payments 

at the 

B
a
n
k

 

of 

England 

i
p 

1
7

 

vo
:7)

f A 

Selectoolrectiopor Scarce 

and 

Valuable 

第
十
八烩

，Cl

ニ
九)

：
雜
：

鋒
货
僻
數
觉
餽
办
也

Tracts, 

etc., 

o.vpa

でer 

C
u
r
r
e
n
c
y
a
a
d

 

i
pr
n
k
moq
,
 

pp. 

95 
9
5)
o
间
國
に
於
け
る
®

行

券

增

加

は

.
日

を

追

ふ

て 

一
旺
ヒ
な
り
千
七
西
九
十
六
钜
に
萊
る
數
年
間
は
干
丙
捣 

|

磅
以
上
に
昇
る
し
？
極
め
て
稀
れ
な
b
し
に
> 
千
八
西 

|

九
年
に
は
：千
九
^
萬
一
千
八
西
九
十
磅
に
達
し(Re-

\
dort' f

r
o
m

 t
h
e

co
lt
fp
o
t

o
o
m
m
i
t
e
e

 

of tlie 

H0
u
?cl
>
O
J

一：
. 

■
'

|
r
o
m
m
o
n
s
,

 on 

the 

H
i
g
h

 

Price 

of 

G
o
l
d

baUHIOn) 

I. 

(Ibid. 

pp. 

4
5
9
4
5
7
)
0

從
つ
て
#

一
 

5
の
造
幣
公
愤 

一
は
三
磅
十
七
志
半
片
な
る
に
、
千
八
百
八
年
末
の
其 

|

市
.價
は
：

.
1

.^
四
：磅
九
志
四
磅
十
ニ
志
の
間
を
往
來 

\

す
る
の
狀
態
を
呈
出
し
て
'ゐ
12
の
で
あ
る
。(

Is:
d

*p 

I 

40500

{

罟
人
は
先
づ
彼
の
耨
駆
伽
に
®
目
す
る
に
至
れ
る
こ 

ビ
の
例
證
ょ
り
、
彼
の
貨
粮
擻
*
說
.に
入
つ
て
«
く
。

被

は

，云

ふ

「

貨

幣

懷

値

は

全

然

典

絕

.對

量

に

依

賴

す 

る
も
の
に
非
ず
、
履
仃
す
可
き
支
拂
に
對
す
る
其
相
對 

的
の
量
に
憑
依
す
る
も
の
で
ぁ
る
。
同

一

の
結
來
は
货 

S
察 

第

一

罅

1
U

九

•



狨
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笫

一

魷

.
ニ
1|
〇

龄
用
途
を
十
分
の
.
一
增
加
す
る
J
、成
は
其
、量
を
十
分
の 

ー
減
少
す
る
«
の
孰
れ
ょ
り
も
生
起
す
る
で
あ
ら
5 

o 

蓋
し
此
孰
れ
の
場
合
に
於
て
も
其
價
値
は
十
分
の
一
騰 

貴
す
る
の
故
を
以
て
V
あ
る」

^j (
R
i
c
a
r
d
o
w
W
o
r
k
s
,

 

M
c
c
u
l
l
o
c
h

 

ed. 

p. 
3
9
00)

c
此
-ー
句
.は
雄
辯
に
被
の
需| 

耍
侧
を
注
目
す
る
に
：至
れ
る
亭
K
を
物
語
つ
て
ぬ
る
0

| 

次
い
で
彼
は
叙
べ
古
。
’
货

幣

價

値

及

.び

次

拂

最

額

同

一

一 

な
る
時
は
、
必
要
货
幣
蹵
は
經
濟
上
貨
幣
使
用
の
稆
度 

:
に
依
賴
，す
る
。
若
し
支
挪
が
單
に 

ー
口
座
ょ
り
他
口
座 

に
轉
記
す
る
斟
に
依
り
て
果
さ
れ
、
日
i

E
額
が
銀
行| 

芬
乂
は
饋
货
を
受
授
す
•る
事
無
く
®

行

せ

ら

る

、
に

非

| 

れ
ば
、
页
に
顧
著
な
る
許
多
の
廣
幣
は
需
耍
せ
ら
れ
、

| 

或
は
同J

の

貨

幣

’か

增

大

せ

る

價

値

を

以

つ

て

流

通

す

一
 

可
き
は
||
)
]白
で
あ
る」

ビ
0
ハ15:
^

T>3
9
9
)。

斯

く 

S
- 

cardo:

は
信
用
.は
貨
幣
の
#
耍
に
影
fl
を
及
し
、
斯
ぐ
て 

.
以
っ
て
貨
幣
價
俯
を
變
動
甘
し
む
^
信
ま
し
た
の
で
ぁ

:否

は

卒

爾̂

し
て
論
斷
せ
ら
る
可
き
で
無
く
、
幾
多
の 

議

論

の

餘

地

が

あ

ら

う。
.然

し

可

否

の

問

題

は

本

稿

の 

論

及

ず

可

き

範

阓

外で
あ
：る
.。

前
述
せ
る
如
く S

c
a
r
4
0

は
.紙
幣
に
關
し
て
貨
»
數 

量

說

に

論

及

す

：る

所

が

多

い

：。

彼

は

先

づ

_

造

料

の

問 

題
よ
6
論
を
起
し
、
斯
く
て
紙
幣
の
問
題
に
移
つ
て
行 

く
。
以
爲
ら
く「

國
家
が
货
幣
を
_
造
し
而
も
何
等
の 

鑛
造
料
を
徵
收
せ
ざ
る
時
は
、
貨
幣
は
品
位
量
.目
を
同 

う
す
る
同
金
虑
の
他
の
如
何
な
る
個
片
€
も
债
攸
同
一 

で
あ
ら
う
。
然
る
に
若
し
國
家
が
鋳
造
に
對
し
鶴
造
料 

を
徵
す
れ
ば
鶬
货
は
一
般
に
赋
課
せ
ら
れ
た
る
鍺
造
料 

丈
け
未
_
命
扇
片
の
偾
f

ff
i
過
す
る
で
あ
ろ
う
。
璋 

し
之
を
得
ん
$

せ

ば

、

よ
り
.大

な

る

勞

働

傲

即

ち

よ

り 

大
W
る
勞
働
量
の
注
®

#
の
«
#
を
耍
す
る
が
故
で
め 

る
。」

然
る
に「

國
ま
獨
な
鱗
，造
を
行
ふ
限
ら
餾
造
料
賦 

節
に
條
限
は
無
い
。
蓋
し
«

®
の
數
量
^
制
限
す
る

CZ

る
。
信
用
を
以
つ
て
.llf
r
f要
に影

！
！

す
ど
な
すM

:̂
の

可

ビ

に

侬

9
、
其
想
像
し
得
べ
き
如
何
な
る
倒
値
迄
ら
之 

を
引
上
ぐ
る
都
を
#
る
が
故
で
ぁ
.̂
.0(

10*
0:
七
.
.̂
0,
.

)

ゾ

け

e^
eciatton 

o
r Ba
n
k

'̂o
t
e
s

に
於
て
も
發
見
せ
ら
れ

る
。
以
爲
ら
く「

若
し
一
國
に
金
鑛
發
見
せ
ら
る
れ
ば
、

「

紙
幣
流
通
も
亦
此
理
法
に
逃
く
。紙
幣
に
對
す
る
全
徵 

課
は
之
を
_
造
料
^
看
®
す
事
が
出
來
る
。
紙
幣
は
何
. 

等

.の

內

狂

價

植

を

有

せ

ざ
る
も
、
其
歟
量
を
制
限
す
る 

事
に
依
其
交
換
债
値
は
同
稱
呼
の
鎢
貨
又
は
其
鶴 

货
の
屮
に
合
ま
る
、
地
金
^
等
し
い
。
品
質
低
.下
せ
る 

货
幣
も
亦
同「

原
則
に
，f

即
ち
其
數
量
の
制
限
に
ょ 

り
其
の
現
に
含
有
す
る
金
旛
最
の
價
値
に
於
て
通
用
す 

る
w

«
ぐ
、
:1
1;
ハ
法
定
の
品
位
量
!=
!
を
具
有
す
，る
場
合
に
. 

有
す
る
愤
値
を
以
て
流
通
す
る
で
ぁ

ろ
ぅ
。
不
列
她
鑛 

造
の
M
史
に
於
て
鋳
貨
は
興
0
0
に
比
例
し
て
«
«
の 

下
落
し
れ
る
事
は
無
い
、
之
れ
內
在
價
値
の
低
下
に
隨 

伴
じ
て
K
rn
量
を
%
加
せ
ざ
り

し
故
で
ぁ
る」

。(

J
cr
i
d
. 

PP. 

2
1
3
1
2
1
4)

。
V」

以
上
は 

principles, 

of p
o
l
i
t
i
c
a
l

w
c
o
n
o
B
V

 

a
n
d

 

T
a
xation 

.の
中
に
叙
述
せ
ら
れ
た
る
所
な
る
：が
、
同
一 

見
解
は
文
4
1̂ H

i
g
h

 Price of B
U
I
L
O
p
a

 P
ro
of of the

其
國
の
通
貨
は
流
通
場
裡
^
到
來
す
る
貴
金
屬
增
量
の 

結
果
價
値
下
落
す
る
.で
あ
ろ
ぅ
。—

若
し一

國
('
:
金
鑛
. 

發
見
に
代
b
、
英
蘭
銀
打
の
如
き
流
通
要
具
ど
し
て
龈 

行
券
發
行
の
權
限
を
有
チ
る
銀
行
設
遛
さ
れ
而
も
商
人 

に
對
す
る
食
出
、政
府
に
對
す
る
貸
付
の
方
法
に
侬
り
、 

多
額
の
發
行
tr
は
れ
て
通
貨
»
量
を
#
增
せ
ば
輯
⑴
の 

場
合
と
同1

の
結
果
を
生
起
'す
る
で
あ
ら
ぅ
。
即
t>
m 

貨
の
價
値
は
下
落
し
物
價
は
之
.に
準
じ
て
騰
貴
す
る」 

(Ibid 

p.: .264〕

ご
’琢
に
論
步
を
進
め
て
日
く「

英
蘭
龈 

行
に
て
_
時
正
貨
ビ
兌
換
を
行
ふ
限
り
縱
令
其
量
を
％ 

加
す
る
も
全
.く
一 

時
的
影
®
を
貨
幣
®
ft
に
及
す
に
過 

ぎ
ぬ
。
蓋
し
殆
ど
同
«

^

_

«が
ま
砠
外
に
驅
遂
さ
れ 

輪

出

せ

：
り
る
、
が

故

：で
：.

お
る
。
反
之
：英
蘭
鈒
行
に
て
正 

t

の
兌
換
を
停
止
す
る
時
、
鑌
貨
流
出
後
に
於
け
る 

錐

行

券

め

，
過
_
は
、
其
越
過
最
丈
り
流
通
要
具
の
M
tt

如
.

1
，

號

一

三

一

始
十
八
怨(

雪
一)

:雜

.

..
0
食
幣
數
费
就
0
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的
考
察



第
十
八
猞

2

l

:

y雜錄货幣數最魏の

4

的
#察

01

‘酿

1 

3 二

を
下
落
せ
し
む
る
で
あ
ろ
ぅ」

。(

^
0:
.
で
.2s

5
)
o
g

 

次
い
で
彼はに做つて貨被數

m
說
を
國
際 

贸
凝
に
逾
用
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
先
づI

國
に
使
用 

せ
ら
る
、

貨
幣
額
は
其
國
の
商
業
交
®
の
範
圍v

比
例 

を
保
ち
、
劳
し
一
國
が
他
嫻
ょV

k

の
■增
進
を
來
せ
ぼ 

其
_
の
貨
幣
麓
は
增
加
す
ベ
じ
ど
述
べ
、
斯
く
て
前
段 

引
用
せ
る
如
く
一 

國
に
於
て
金
鑛
發
見
せ
.ら
る
く
時
は

1

結
果
を
馴
致
す
ベ
き

^
述

へ
て
ゐ
る
。

斯
く 

s
c
a
r
d
o

は
需
擧
侧
に
黹
目
し
、
信
用
に
論
及 

じ
，
紙
幣
に
適
用
し
"
斯
說
を
全
く
近
代
的
形
態
に
改 

修
せ
る
が
、
而
も
此
傾
向
a
彼
の
み
な
ら
ず
、當〗

時
の
他 

論
者
の
上
に
も
容
易
に
認
め
ら
る
、
所
で
あ
るC

例
へ 

ば
知
1

0
に
對
立
し
て
.名
目
主
義
の
陣
營
を
守
れ
.る 

H
e
n
r
y

 T
h
o
r
n
t
o
n

は「

市
場
に
於
け
る
諸
貨
物
の
«
格

其

國
の

M
貨
の

價値
a

ー|、落す可
き
を說
1 z

る

後
B

は

賣
手

皮
n

手
匕

の

間
(こ

起
る

競爭
に

上
h

形 、

成
せ

く

「

金
鈒
は
其
鋳
貨
た
る
ヒ
地
金
>

る
を
問
は
ず
1
般

\

れ
る
0

1

般
に
價
格
は
#
.耍
ぞ
供
給
ど
の
‘比
傘
に
ょ
り 

貨
物
を
推
す
る
法
則
に
從
；5
其
低
廉
な
る
國
を
去
つ
て|

整
調
さ
れ
る
^
云
ふ
、
其
は
'疑
も
無
く
眞
理
で
あ
る」

。
 

歸
價
な
る
國
に
輸
出
せ
ら
る
可
く
此
瑰
象
は
鑛
山
の
生j 

(
A
n

 

E
n
q
u
i
r
y

 

Into 

the 

N
a
t
u
r
e

.

a
n
d

 

E
f
&
c
t
s

 

of the 

逾
，力
*

る
限
り
繼
纖
し
、
^
國
に
.於
け
る
金 VJ.

資
本
さ 

“ 

\ 

P
a
p
e
r

 
Credit 

o
r 

Great 

Britain) 

(
A

 

Select 

c
o
l
l
?

 

の
比
例
が
金
鑛
發
見
前
の
狀
態
に
復
歸
し
、
金
銀
が
到I 

tion 

of scarce 

a
n
d

 valuable 

Tracts, 

etc. 

p. 

2
6
2
)
0

 

處
w
び
同
.傲
値
ご
.な
る
に
及
ん
.で
終
熄
す
る
で

あ
ろ
べ
，「

貨
物
の
赝
.格
を
：支
配
す
る
此
原
則
は
貨
物
販
寶
の
鎌

3 J
(

H
D
i
d
. 

p. 

2
6
4
) 

ノ
然
し
て
斯
る
場
合
其
國
の
0
0 

贸
易
甩
衡
は
逆
ビ
な
る
も
事
®:
上
利
益
多
き
貿
易
を
行
：

ls
i
,
^
i
v
l̂
‘ft
^
^
?レIIff
1ki1

VJ

叙
述
し
た
る
が
故
に
彼
の「

m
rr
#
の
價
値
は
彼
等 

の
信
用
に
依
*
せ
す
し
て
、
彼
等
の
數
最
に
憑
依
す
る

一

象
れ
る
紙
幣
の
®
格
.も

亦

調

整

す

ミ

思

考

せ

ね

‘ば

な

ら 

ぬ
。蓋

丨
貨
物
版
賣
に
當
~
、货
物
が
紙
幣
に
對
し
®
賣

ふ
：
の

み

に

て

、

需

耍

の

激

念

を

明

0
に

說
.明

し

、

貨

幣 

數

景
a
が

翁
.要
.供

給

の

法VMI
皮
'
.不

可

離

の

關

係

：に

在 

るAJ

ど
を
直
截
に
表
示
す
る
に
承
ら
な
か
つ
れ
。
避

(Ibid, p

ふ
0
1

)

て
ふ
記
述
は
|9
1
瞭
に
.雷
要
一
觉
を
前
提
一
れ
が
爲
め
に
は
吾
人
は
班
に
降
っ
て
正
統
學
派
の
經
濟

ビ
せ
る
も
の

V

J

M

料
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
又
彼
は
信
用 

の
影
響
の
著
火
な
る
？
を

R
i

c
a

r
d

o

ょ
り
敗
に
刺
然̂

 

叙
述
し
て
ゐ
る
、
以
爲
ら

く

「

手
形
は
明
か
に
嚴
正
な
る 

意
味
に
於
：て
帝
國
流
通
要
具
の

1

部
で
：あ
る」

。(
I

b
i

d
.

 

P
.
1
6
2
)

然
し
て「

平
形
は
商
集
界
の
み
に
流
通
す
る
を 

以
つ
て
、一

般
の
注
意
を
蓝
な
い
の
で
あ
る
。
,然
し
流 

通
し
つ
、
あ
る
手
形
總
額
は
恐
ら
く
恒
に
汎
ゆ
る
種
類 

'の
錄
行
券
及
び
沉
ゆ
る
芷
貨
の
總
領
ょ

P

 

6

火
で
あ
ろ 

ぅ」

ど(
I

b
i

d
.

 

p
.

 

1
6

4
)
？

其
他

 

L
o

r
d

o
v

e
r

s
t

o
n

e
,

 

G
.

 

w
,

 

N
o

r
m

a
n

,

 

C
o

l
o

n
e

l

 

T
o

r
r

 e
n

s
'

s

 

一

r
^

O
b

e
r

t

 

Peel

等 

C
u

r
r

e
n

c
y

 

S
c

h
o

o
l

の
論

者

皆

R
i

c
a

r
d

o

 

>
、し
火
罚
ト
異 

の

見

解

を

抱

持

し

て

ゐ

れ

の

で

：あ

る

。

 

• 

然
れ
典
彼
等
は
唯
取
に
#

3 ?

侧
を

6

注
意
せ
り
ビ
'云

學
說
を
し
て
圓
熟
辦
成
の
域
に
中
；ら
し
め
た
るJ。

ぎ 
s
t
e
g
r
t

 

M
i
l
l

に
俟
化
ね
ば
^
-
ぬ̂
。

四 

J
o
h
n

 

S
t
e
u
a
r
t

 

M

 H

 

M
i
l
i

は
先
づ
貨
物
の
市
場
價
格
が
■
要
供
給
に
依
賴 

し
、
其

7k
夂
平
均
價
値
：は
其
生
產
費
に

*
依
す
ん
の
现 

は
物
々
交
_
組
織
に
於
.け

る

如

く

货

幣

經

濟

.に

も

適

用 

し
得
可
く
>
唯
墙
に
交
換
方
法
がr

動
作
ょ
彳
ニ
動
作 

に
變
じ
rt
る
の
み
な
る
を
_

«
し
た
後
、
E
に
語
を
練 

け
て
日
く「

貨
幣
は
貨
物
で
め
る
從
て
^

«
値
は
他
.の 

貨
物
ど
等
し
く1.

時
的
に
■
要
供
給
に
依
り
、
平
均
す 

れ
ば
生
產
衆
に
依
-
決̂
定
せ
ら
‘れ
る」

-°
p
d.
j
^
^
3
:

 

0
1
* 

Political E
c
o
n
o
m
y
,

 Asheiey ed., ch. 

VII. p. 

4
8
8
)
)

 

「

貨
幣
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供
給
ど
は
人
々
の
：手
離
き
んW

欲

し

つ

、
あ
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筇
十
八
卷(

一
三
四)

雜
錄
度
僧
蚊
®說の史的考孩

第一

鱗

一
H
四

る
其
皦
:!
:
で
あ
る
•即
ち
貯
藏
せ
ら
れ
た
る
货
幣
、
少
く 

共
將
來
の
不
爐
の
事
件
の
準
備
ど
し
で
貯
へ
ら
れ
た
る 

貨
粧
以
外
の
彼
の
所
有
，に
繫
る
貨
幣
總
额
で
あ
る
。

H 

に
約
言
す
れ
ば
貨
幣
の
供
給
i
は
一
定
時
に
於
て
流
通 

し
つ
、
あ
る
«
幣
總
最
'で

め
t

次
に
貨
幣
の
需
要 
>
し 

は
販
賣
の
爲
に
S
出

せ
ら
れ
れ
る
總
て
の
貨
物
ょ
む
成 

立
す
る
し(Ibid. 

p. 4
9
0
〕「

若
し
流
通
埸
裡
の
貨
幣
量
を 

倍

加

せ

ば

、

物

偾

は

：
一

1

倍
^
な
り
、
單
に
四
分
の
.
一
多 

く
の
貨
幣
を
增
加
す
れ
ば
物
偾
a
四
分
のr

丈
：け
騰
貴 

す
る
で
あ
ろ
ぅ
。——

又
货
幣
增
加
に
代
り
貨
物
減
少 

せ
ば
同
|
結
來
が
物
®
の
上
に
/+
:

*
す
る
で
あ
ら
ぅ
：>

,—

.故
に

、
貨
幣
僧
値
バ」

他
の
事
[#
同

j.

な
る
吸

數
最
に
反
此
例
し
て
戀
動
す
る
も
の
で
あ
る」

。
ハIbid. 

p. 

4
9
3
)

 V
。

斯
く
需
架
供
給
の
法
則
^
貨
幣
數
景
說
，じ 

は
密
接
.な
る
關
係
に
立0

も
の
，な
る

が
這
個
の
消
息
は

爾
後
幾
多
の
斯
說
唱
道
#
の
上
に
窺
知
せ
ら
る
>。
例

へ

ば

^
-
の

 

は MsCrshall (

0
- lo. X

M
4

3*AppendJbc

1:0 tlhe-FinalReport-of 

Roy,ll commission 

e?r
‘) 

の
.赞
同
す
る
所
ど
な
り
、W

a
l
k
e
r

は
：

「

货
幣
の
偾
値
は 

他
の
有
ゆ
る
貨
幣
の
價
値
ど
等
し
く
需
耍
供
給
の
問
® 

で

.*
る
。——

貸
幣
.の
：雷

寒

は

：交

換

を

行

ふ

に

常

り

： 

貨
幣
使
用
に
會
ず
る
..機
會
で
ぁ
.
る

"

貨

幣

の

需

避

は

爲 

さ

る

可

&

貨

幣

の
{±
事

の

釁

：及

び

.

無
數
の
«
情
に
上
り 

異
る
0
貨
幣
の
供
給
は
ぃ1.

寒

の

社
#
、

一
 

定
の
時
£

 

求

せ

ら

る

、
貨

幣

の

仕

事

を

：行

ぷ

に

铯

用

'

せ
.ら
る
へ
\
货 

幣
の
力
で
ぁ
る
I
JH
,
は1

1耍
素
1«
ち
貨
幣
量 
>

」

其
流
通 

速
度
よ
ら
成
立
し
て
ゐ
る
，し
。(polit

o'ar E
c
o
n
o
m
y
,

 pp. 

I
2
S
-
I
3
I
)

.と
論
じ
又J

o
h
n
s
o
n

も「

貨
幣
愤
値
は
貨
幣 

の
：需
要
及
び
供
給
に
憑
依
す
6

0
貨
幣
憤
値
を
説
明
す 

■
る
爲
：

i
は

、

新

れ

な

る

顏

値
,/
)
法

則

或

は

學

說

を

創

造 

す
る
の
心
要
は
無
い」

<
述
べ
て
ゐ
る
パMon.ey 

and 

o
u
r
r
s
c
y
)
、

却
說
前
.述
の
如
く
大
體
論
を
試
み
た
る
後M

i
l
l

は 

之
.に
對
し
態
多
の
制
.限
を
：Z3E
M
,し
來
る
。

m*
ー
に
彼
は「

他
第
情
同
一
、な
ら
ざ
る」

所
以
ご
し
て 

流
通
速
度
並
び
に
信
用
を
舉
げ
る
。
以
爲
ら
く
、「

§
 

の
數
舞
及
び
取
引
囘
數
的
1
.な
れ
ば
貨
幣
憤
値
1
貨
幣 

数
*
に
所
謂
流
通
速
度
を
乘
じ
た
る
も
の
に
反
比
例
すS 

る」
v)(Ibid 

V 

4
0
6

。®
人
は
愛
に
明
&
に

.1
«
幣

數

.® 

說
上
に
於
て
流
通
速
度
な
ろ
槪
，念
に
逢
着
せ
り
ビ
雖
、 

此
は
必
し
もM

i
l
l

に
始
る
も
の
に
非
ず
、
魄

にH
e
n
r
y

 

| 

T
h
o
r
n
t
o
n

が「

支
#
額
同j

な
れ
ば
流
通
速
度
の
遲
絞 

と
な
る
に
#
，ひ
ょ
6
多
1;
を
必
要
ど
す
る」

。(

> Select 

codlecfon 

of Scarce 

v
a
l
u
a
b

arTracts. 

etc., 

p. 

1
7
0)

。

k

論
述
し
て
ゐ
る
。
唯
前
者
は
此
を
以
つ
て 

供
給
に
影
響
す
ど
な
し
後
者
は
需
耍
に
影
響
す
ど
な
す
‘ 

の
弟
興
め
る
の
み
で
あ
る
。
而
し
て
彼
此
孰e

を
楚
認 

す
可
き
や
。J. 

F. 

J
o
h
n
s
o
n

の
所
說
に
*
け
ば
、
日
く 

「

貨
幣
流
通
速
度
はI

般
に
貨
幣
供
®
に
影
響
す
る
要 

素
な
り
ぞ
稱
せ
ら
れ
る
。|>
|
1
べ

ば

、

_

^

卩

氏

は

貨

幣
 

供
給
は「

一一耍
素
即
む
«
?[
?

*
^:
ざ

流

通

速

度

ょ

h
成

.，

第
十
八
验
c
三五

〕

雜錄貨幣數贵訛の史的

立
す」

€■
叙
述
し
、M
i
l
l

氏
は
次
の
如
く
同
一
見
解
を 

講
述
し
て
ゐ
る
、
日
く「

貨
幣
偾
値
は
所
謂
流
狐
速
度
を 

乘
じ
た
ろ
'貨
幣
數
棄
に
反
比
例
す
る」
ど
。斯
問
題
に
» 

す
6
此
態
度
は
後
學
を
し
て
貨
幣
供
給
は
他
於
物
供
給 

を
相
異
る
や
の
感
を
抱
レ
め
斯
く
て
混
亂
に
陷
ら
し
ひ 

ろ
の
恐
れ
が
め
る
。
貨
幣
能
力
に
，於
け
る
汎
ゆ
る
增
加 

は
其
信
用
及
び
流
通
速
度
の
何
れ
の
結
朵
K
る
を
問
は 

中
一
衆
の
貨
幣
供
給
の
行
ふ
取
^
数
量
を
增
加
し.

以
つ
_
 

て
貨
幣
供
給
其
自
體
の
.增
加
ぐ」

等

し

く
.a
物
惯
に
同
一 

影
響
を
及
す
如
く
に
觀
ぇ
る
。
然
ft
共
、
物
偾
變
動
は 

其
供
給
の
結
果
に
非
ず
，
貨
彼
に
對
す
る
必
要
減
退
の 

結
果
で
ぁ
る
。I

W
C
M
O
n
e
y

 

a
n
d

 

C
u
r
r
e
n
c
y

 pp. 6
7
- 6

00) 

現
に
獨
塽
に
於
て
斯
項
目
を
以
つ
て
需
耍
に
影
響
す
€ 

な
す
論
者
が
多
い
。
例
へ
はRoscher, 

s
c
h
,
,

 p
h
r

 

i
i
p
p
o
v
i
c
h

等
の
名
を
擧
げ
る
事
が
出
來
や
ぅ
0.

页
に,Mlll

は
流
通
速
度
を
信
用
に
も
適
用
し
て
ゐ 

る
。
以
爲
ら
く「

銀
行
券
は
.爲
替
手
形
ょ
り
も
、
手
形
は 

1
 

笫
一
‘铖 

一
§



第
十
八
怨(

1

3

2
雜
錄
货
幣
數
徵
跳
の
史
的
#察

 

0

^

0

1
H六 

帳
■
信
用
よ
り
も
物
'®4

騰
に
對
し
一
層
有
力
な
ろ
要「

貨
幣
よ
6
獨
立
し
然
も
明
に
購
賀
カ
れ
る
信
用
は
其 

具
な
る
事
明
^
で
あ
る」

。
^h, 

X
I
I

 

p. 

5
3
1
〕

蓋
丨「

貨
最
前
祺
な
る
形
式
の
信
用
即
ちi

人
よ
6

他
人
に
货
與 

幣
は
興
數
量
の
み
な
ら
ず
.
所
有
渚
を
變
す
る
囘
數
を
せ
ら
れ
た
.る
貨
幣
の
.信
用
に
.非
る
こ
^J

勿
論
で
あ
る」

- 

乘
秒
る
數
最
に
比
例
し
物
偾
に
影
響
す
.る
如

く

信

用

に(Ibfd.p. 5
'H)

且

又「

此

作

用

の

原

因

は

信

用

典

，は
體
に 

於
て
も
亦
同一

で
あ
る
。
次
よ
b
次
，へ
轉
々
す
る
信
用
一
し
て
信
用
の
附
與
せ
ら
れ
た
る
形
態
又
は
法
式
で
は
無 

は

I

囘
の
購
買
を
行
ふ
に
過
ぎ
ざ
る
信
用
よ
ひ
、
3c
& 

s
L°(

I
b
i
d
p
. 

5
2
5
)。

斯
く
て
彼
は
云
ふ
、
若

し

も

成

、
 

例
に
於
て
有
力
で
あ
る
し
。(

？
 

p. 
5
3
2
)

ビ

.

貨
物
の
.價
.格
騰
貴
を
豫
想
し
、
總
て
の
手
許
所
有
高
を 

斯
く
流
通
速
度
の
無
視
を
以
つ
て
物
價
平
準
の
流
通
投
資
す
る
の
み
な
ら
ず
、
輸
入
者
若
し
く
は
生
產
者
が 

場
裡
に
於
け
る
貨
胳
數
i
に
侬
魈
す
て
ふ
命
題
に
對
す
一
彼
の
脊
源
よ
ら
し
て
彼
が
獲
得
し
得
る
ぞ
思
惟
す
る
丈 

る
前
提
^
な
せ
る
彼
は
逛
軋
信
用
の
薇
生
は
右
命
題
の|

け
彼
等
よ
り
掛
借
り
す
る
時
、
彼
は
現
に
所
有
す
る
貨 

如
き
節
單
な
名
表
明
を
許
さ
ざ
石
に
.至
る
を
論
述
し
て
一
幣
に
彼
等
の
鱗
貝
を
制
限
せ
.る
よ
り
、
h
い
多
く
物
的 

ゐ
る
。「

信
用
發
達
せ
る
商
業
狀
態
に
あ
り
て
は
何
れ
の
.

に
影
響
を
及
す
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ」

c
cr
p:
. p.

時
か
物
價
平
準
も
貨
幣
數
景
i
り
信
用
の
狀
況
に
繫
依i 

5
2
5
)
。

ビ
"

，

す
る
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
信
用
：は
生
*

力
に
非
る
も
購
斯
く
彼
は
信
用
及
び
流
®
速
度
を
以
.て
其
大
體
論
を 

買
力
な
る
が
爲
め
で
あ
る
。(

c
h
:
X
J

 

P
.

で
4)

0
愛
に
修
正

せ

る

の

.み
な
ら
ず
生
產
费
に
關
し
て
も
制
限
を
設 

,
云
ふ
*

p

信
用
ビ
は
爲
替
手
形
、
I約
朿
手
形
、^

.

行

券

宽

し

て

ゐ

る

。以
爲
ら
く
1
他
貨
物
の
M

lt
は
條
•件
ご
し 

■̂
小
切
平
^

指
示
す
々
も
の
に
し
て
a
cr
o;
へpp

:
s
£
5
-
5
2
2)

：.

て
供
給
が
現
に

費
に
一
致
す
る
。—

此
事
は
‘疲
飾
成
ば
*
澤
の
爲
め
の 

貨
物
t
しV

考
ベ
ら
れ
た
る
金
銀
に
關
し
て
も
亦
眞
理 

で
あ
る
、

然
る
に
貨
幣
に
就
い
て
は
眞
理
で
は
無
いo 

—

貴

金

風

の

生

產

贺

{:
於

け
る
.變
化
は
货
幣
歟
暈
の
ゆ 

減
に
比
例
し
て
の
み
貨
#

«

値

に

作

用

す
.̂
:
も

の

で

あ
 

る
。し(ch. 

IX. 

P. 

5
0
4
)
。
W

:

■>
%
く
貨
胳
数
觉
說
唱
遨
者
の
.

S

ら
論
及
し
來
れ
る

信 

用
並
び
.に
流
通
速
度
は
、，
今
や
斯
說
の
眞
愤
を
動
搖
せ 

し
む
る
禍
根
S

つ
た
o
反
對I

I

者

は

斯

說

を

_

詰
し 

て
云
ふ
。「

物
價
變
動
の
原
1̂
|
は
.貨
«
微
量
の
み
に
歸
せ 

し
む
ゐ
事
能
は
ず
ヒ
せ
ば
、
特
に
貨
幣
數
散
の
み
を
逋 

視
し
，
其
變
動
.の
唯
;
の
股
13
代
る
か
の
如
く
論
述
す 

る
：は
不
適
當
な
ら
ず
や」

ど
。
此
兇
地
を
執
る
論
者
は
獨 

塊
に
最
も
多
い
。
從
つ
て
'斯
る
M
»-
說
に
ょ
\

肉
迫 

せ
ら
れ
れ
る
斯
說
唱
道
者
は
貨
僻
數
量
を
特
に
重
視
す 

る
の
敢
て
不
當
な
ら
ざ
る
.‘の
論
據
を
明
示
す
可
き
必
要 

に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
今
彼
等
の
反
*
說
に
.對
す
る 

第
十
八
卷(

J

三
七
，

〕

' 

雜

，錄
貨
幣
數
置
跣
の

&

態
度
を
観
察
し
之
を
錄
合
す
る
時
は
凡
そ
次
の
三
見
解 

に
歸
せ
L
む
'、る
斯
が
出
來
る
。
第

.
貨
幣
じ
#
用
S 

は
恒
に
一
定
比
率
を
保
持
す
ど
な
す
こ
t
、第
二
、
貨
幣 

供
給
を
0
0
速
度
を
乘
じ
た
る
货
幣
數
傲
ビ
な
す
炉
、 

或
.は速度の殆

V

一
 

定
し
て
、
實
條
上
物
價
を
變 

動
甘
し
ひ
る
事
甚
だ
微
.弱
な
り
ビ
す
.る
こ
£
、
齡
三
、
物 

々
交
換
は
现
論
上
に
於
て
は
物
偵
に
影
響
す
る
こ
足
明 

白
G
る
も
、
而
も
實
際
上
に
於
て
は
殆
ざ
無
視
'U
#
こ 

な
1-
こ

ヒ

是

れ

で

ぁ

る
'°
吾

人

は

今
 

一
ニ
の
論
潘
を
檢 

討
し
、
其
一
斑
の
親
知
に
務
め
.や
ぅ
。

五 

J, Shieldzicho 
一
 son 

十
九
世
紀
中
葉
以
後
本
位
論
^
織
恐
を
極
0

6
|̂
& 

本
位
論
者
の
闘
將
た
り

し
彼
は
必
然
の
歸
減
だ
し
て
貨 

幣
數
景
說
の
熱
心
な
€
主
張
者
で
ぁ
つ
れ
。

彼
は
先
づ
假
設
市
場
ょ
6

出
發
し
.て
次
第
.に
®'
際
に
. 

接
近
し
て
行
く
。

「

一
、
如
何
な
る
取
引
も
取
引
毎
に
現
に
貨
幣
の
授
受
：
 

i
 

第一

號

一
三
七



第
十
'
猪

：(一

H
X

)

雜

錄

i

映
優
說
の
史
的
1
 

5
號

ー

三

八 

な
ぐ
し
て
行
は
れ
ず
例
へ
ばr

の
商
人
は
ニ
本
の
煙
管
つ
て
一
般
物
價
平
维
は
十
で
ぁ
ろ
ぅ
。
此
場
合
貨
序
の 

を
所
有
し
て

&;
車
を
所
有

4
ず
7
他の瓶人は擻弓の各

«
片
は
唯
！
囘
.の
み
所
有
者
を
變
更
せ
る
こ
ど
、
即 

煙
草
を
所
持
す
る
.も
遒
管
を
.所
持
‘せ
ぬ
時
、

一
本
の
煙
ち
貨
幣
所
有
者
ょ
り
各
貨
物
所
有
者
：：に
移
動
し
た
る
辦 

管
か
货
幣
を
使
用
す
る
事
な
く 
一'?
の
煙
草
ど
交
換
‘せ
，

を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

1

斯
か
る
嚴
重
な
る
前
楚 

ら
る
、
を
前
容
し
な
い
。
.邛
ち
信
用
及
び
物
々
交
換
が|

の
下
に
於
て
は
貨
幣
消
値
は
正
確
に
^
流
通
量
に
逆
比
. 

务

浓

か

ミ

r

s
。11、

t

g

l

, 

f

t 

; 

|

例
し
て
變
動
す
可
き
は
明
»
で
あ
る
0」(

?
0:
. pp

，
57 

‘

s
oo)

、然
る
に「

物
®
の
上
卜
於
け
る
結
果
は
^
取
⑴
を
行 

ふ
に
當
り
一
個
の
貨
幣
を
十
闾
使
用
せ
る
時
は
十
個
の 

\

貨
幣
を1

囘
使
用
せ
る
時
^
は
同
一
で
ぁ
り
し、

(

■

•

 

P. 

6
4
)

尙
且
.

「

収
引
の
數
即
ら
商
業
の
數
量
に
‘關
し
、

|

五
ロ
人
の
假
設
市
埸
は
、
収
別
の
增
加
即
ち
貨
幣
に
山
り 

j
爲
さ
る
可
き
仕
事
の
增
加
は
、
取
^

一
足
せ
る
時
の
貨 

j

幣

»•
«
の
減
少

i
ln
j1

結
粜
を
招
來
す
る
を
明
示
し
て 

ゐ
る
し
,Ibkl, 

p. 

6
5
)。

而
已
な
A
ず「

物
々
交
®
が
寶 

買
に
代
る
：

t
に

"貨
幣
の
！|

耍
は
減
少
し
、
興
愤
値
は
下 

落す可きを！

せねばならぬ

(walker. 

M
o
n
e
y
,

 

p.

o\
4) 」(

s
d
. V
0\
5)
。

€
,論
述
し
た
る
後
信
用
に

_

全
然
知
ら
れ
ぬ
ど
す
る
。
ニ
、
貨
幣
は
交
換
を
行
は
し 

む
る
以
外
何
等
の
用
途
無
しV」

す
ろ
。
從
つ
て
貯
藏
の 

爲
.に
留
置
せ
ら
れ
ず
^
に
換
言
せ
ば
恒
に
流
通
し
つ
、 

ぁ
る
三
、货
物
を
一
個
宛
所
有
し
て
貨
幣
を
所
持
せ
ぬ 

十
人
の
商
人
ど
、
總V

て
^
個
の
貨
»
を
所
有
す
る
も 

货
吻
を
所
持
せ
ぬ
商
人
ぁ
り
、
而
へ
此
貨
幣
所
有
者
は 

沉
ゆ
る
锊
物
に
對
し
同
一
評
價
を
な
す
も
7)
^
假
觉
す 

る
H(

M
o
n
e
y

 a
n
d
S
o
n
c
t
a
r
y

 Problems p
.

ハ7) 

o.沂
く 

て

il
k

&
せ
ら
.れ
た
る
&
則
_に
從
ひ
布
場
開
か
る
.れ
ば
« 

て
の
貨
幣
は
總
て
の
貨
物
に
對
し
て
呈
出
せ
ら
れ
、
布 

ゆ
る
個
，々
の
貨
物
が
㈣

一
の
價
値
f

ビ
假
宠
す
れ
ば 

各
貨
物
1:
與

へ
ら
れ
た
る
個
片
は
十
個
な
る
可
く
、
從

彳

$
氺

r
具
ハ
ら
か
六
る
相
対

M
1-
#
な
る

ぐ̂
、
從

V 

6
4
)
」
(
I
b

Q:. p.
0\
6

>
。
€
,論
述
し
た
る
後
信
明
に

_
•

し
て
カ
說
し
て
日
く「

一
見
す
れ
ば
敬
行
を
制
限
す
る 

政
府
の
意
思
に
侬
る
外
木
換
紙
幣
に
兹
因
す
石
物
■
弈 

0
に
制
限
無
き
が
如
く
、
鋳
货
に
代
る
信
用
の
創
造
，も
': 

亦
龈
行
及
び
商
人
の
意
思
に
依
る
外
之
に
對
す
る
抑
制
一 

の

存

せ

ざ

る

が

如

く
,©
料

せ

ら

れる

。
故
に
語
を
强
め
一 

て
信
用
-1
:
.
ふ
膨
大
な
る
上
部
建
築
は
金
屬
の
土
臺
に
立 

脚
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
從
っ
て
此
土
毫
に
し
て
倣
丧
せ
ら 

S
、

時
は
全
建
築
は
崩
壊
し
虫
る
可
き
を
力
說
す
る
必j 

要
が
ぁ
る
し
。(

1艮

P. 

7
4
〕

更

に

又

.,1

般
に
英
蘭
、
愛

j 

蘭
、
蘇
格
画
に
於
て
一
磅
以
下
の
金
额
に
對
し
"
賃

鈒

| 

は
硬
®
を

以

.つ

て

支

拂

れ
小
寶
業
の
大
部
分
は
同
一
の
Z
 

方
法
に
依
hV

の
み
行
は
れ
る
。
^_

從
つ
て
若
し
、

| 

信
明
の
擴
锻
に
依
り
卸
寶
値
段
騰
貴
す
る
も
直
ち
に
努
Z
 

働
^
に
支
拂
ふ
可
き
金
^
の
墙
加
及
び
/
パ

寶

^

に

方

け 

る
！1®

撥
加
の
爲
め
に
擊
时
せ
ら
る
ゝ
で
あ
ろ
ぅ」

，

：
 

(Ibid. 

P
P
.
00
3
00
4
.

)

’ビ
斯
く
の
都
く
信
用
を
解
.說
す
る 

事
に
依
り
、
彼
は
斯
說
の
侬
然
支
持
せ
ら
る
可
き
を
主 

’

第十八怨二

 

H九)

：

雜

：
錄

張
す
る
。
此
見
地
は
其
、五
章
に
久
れ
ば1

層
明
S
に
表 

w
さ
れ
て
ゐ
る
。
彼
は
英
國
め
卸
脔
収
引
の
九
割
は
或 

る
杉
式
の
信
用
に
依
Q
決
濟
せ
ら
る
、
の
事
賞
を
指
摘 

し
、M
i
l
l

の
所
說
を
以
て
す
れ
ば
斯
，る
狀
態
の
下
に
在 

b
て
は
、
其
眞
理
た
る
の
地
位
を
喪
失
せ
ざ
る
可
か
ら 

ざ
る
を
論
じ
"
果
‘し
て
然
ら
ば
斯
說
は
典
地
位
を
保
持 

す
る
爲
：め
に
其
論
據
を
那
邊
に
笕
ひ
可
き

や
を
自
問
す 

る
。
彼
は
興
解
法
の
一
ヾ」

し
て
吾
人
のHaussig (

T
h
e

 

Sliver 

situation 

in 

the 

United 

States 

p. 

7
3
-
7
5
)

に 

於
て
認
む
る
如
く「

貨
幣
の
吏
義
を
懷
張
し
て
交
換
要 

具
ど
し
て
貨
骼
の
職
能
を
果
す
有
ゆ
る
形
式
の
信
用
を 

包
含
す
し
可
き
を
論
じ(

?
5.
. p. 

M44)

忽
も
此
に
防
意
せ 

铲
し
て
日
く「

信
姻
自
體
は
金
®
の
基
礎
の
上
に
立
ち
、 

牝
®
礎
は
信
用
'煅

張
(•
:
.
依

る

物

憤

騰

貴

に

繼

肘

を

加

ふ 

る
も
の
で
あ
り」

。(

Icr
o:
. P- 

ー
4
0\)

~
且
又「

甚
だ
後
達
せ 

る
商
業
國
以
外
に
信
用
不
振
の
國
の
亦
在
す
る
を
牢
記 

せ
ね
：ば
な
ら
ぬ
。
斯
炉
る
國
に
於
て
は
金
屬
の
尠
少
は

第一

號
ご
ー
ー
夂

货
幣
數
最
魏
の
il
l
的
考
努



n
十

八

泡

r '

好

c

i

U\

m
數

量

m
の

史

的

考

察

、直
镍
に
最
朴
櫟
な
る
形
式
の
貨
幣
數
最
說
に
®
ボ
せ
ら 

れ
た
る
方
棋
に
從
ひ
物
«
に
影
響
す
るj

ど
。(

I
b
a
‘ 

p. 

§

°

.
次
い
で
彼
は
金
屬
の
生
淹
1

ど
貨
幣
俏
値
の
問
題
 ̂

論
及
す
る
■
以
爲
ら
く「
金
の
生
產
费
は
年
々
の
供
給
®

| 

を
^
減
し
、
斯
く
て
其
使
用
最
を
變
す
る
こ
ミ
に
货
り\ 

て
の
み

一

般
物
質
上
に
影
響
す
.̂
し
?

a

,芩

®

^

o。j 

ゴ
金
^
耐
久
性
太
に
し
て
而
も
部
產
出
の
火
部
分
が
技j 

_

の
爲
に
m
め
ら
れ
、
0
<
て
金
貨
を
現
に
流
通
し
つ
一 

、
あ
る
最
額
に
娘
定
せ
ん
ビ
す
る
事
を
牢
記
せ
ば
、
現
' I. 

在
の
狀
態
に
於
て
却®

额
變
動
の
影
_

找
®
だ
微
令
た\ 

る
を
知
る
德
が
出
來
ょ
ぅ
0
此
纖
は
^
3
.窆
臼
の
如
き
：\ 

朋
哳
な
る
思
想
家
を
も
斯
要
素
の
結
果
を
過
大
視
す
る
パ 

の
誤
譲
に
鐵
き
た
れ
ば
■最
も
カ
說
す
可
き
.で
あ
る
。
.

確

に

金

の

生

齑

费

は

物

.價

羿

騰

成

は

金

の

價

値

下

落 

を
擎
时
す
る
意
味
に
於
て
の
み
其
憤
ft
を
動
か
す
最
火
: 

M
因
で
あ
る
。
然
し
金
の
«

^
は
物
侦
^
支
配
す
る
唯

，
.

箱

號

四

〇

一
9

要
素
.に
し
て
、
生

產

费

は

.：此

数

量

を

支

配

す

る

« 

i

の
耍
素
，な
：る
を
?a
て

M
i

の
如
く「

金
の
贸
饭
は 

一
時
的
變
動
を
別
ど
し
て
其
生
：產
费
に
憑
.依
す」

yj

論 

斷
す
る
は
大
な
る
誤
謬
で
あ
る
o _

_
斯
か
る
餽
_
の 

乱

起
せ
る
過

程

を

見

出す
は
容
易
で
あ
る
。
平
.均
す
H 

.
ば

、

金

貨

.の

價

値
は
？

重
最
の
地
金
の
價
値
ど
均
等 

な
る
可
き
は
極
め
て
正
當
な
る
®
察
で
あ
る
。
然
れ
共 

r
於
に
^
け
る
次
の
階
段
は
^
果
關
係
を
颇
侧
せ
る
® 

見
で
あ
る
。
蓋

し

M

B
は
吾
人
に
し
て
#
に
金
地
金 

の
ff
i
値
女
決
定
し
た
り
ビ
せ
ば
、
其
に
ょ
-
造̂
ら
^
' 

る
貨
幣
の
價
値
を
も
同j

方
法
に
依
b
決
足
せ
ら
る
可 

き
な
ぅ
ど
想
像
し
た
の
で
あ
る
。
■

は
«
純
一
X

M
 

金
は
一
の
貨
物
な
h
隨
つ
て
其
標
準
愤
値
は
生
產
f

k 

侬
賴
す
ど
論
述
し
て
ゐ
る
。
兹
k
乙

を
M
見
の
#
す
る 

な
れ
0
疋
常
に
解
釋
す
れ
ば
一
般
物
®
平
堠
は
幾
多
の 

原
四
に
懑
侬
し
斯
く
て一

般
物
侦
平
準
が
金
貨
の
交
換 

«
値
を
決
定
し
同
時
に
此
金
貨
の
惯
値
が
金
地
金
の
S

I
5vt

値
を
決
定
す
る
も
の
で
め
る
oJCIbid. 

h
p
. 

7
0
-
7
0
0
を

 

前
述
の
如
く
彼
は
信
用
に
關
し
て
は
、
彼
の
見
解
を 

明
確
に
#
言
せ
9
ミ
雖
物
々
交
換
並
び
に
流
®
速
度
に 

關
し
て
は
喺
其
影
響
の
可
能
性
を
®
諮
せ
る
の
み
に
し 

て
寸
言
も
其
项
目
に
對
す
る
態
殷
を
記
述
し
て
ゐ
な
い 

蓋
し
此
は
斯
顼
冃
を
等
閑
舰
し
て
，可
な
る
事
を
間
接
に 

表
示
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
乎
。
此
雜
に
關
し 

J
o
h
n
s
o
n

は
明
瞭
に
表
言
し
て
.ゐ
る
;
流
通
速
度
は
信 

用
の
如
く
火
な
る
戀
動
を
惹
起
せ
ざ
れ
ば
重
大
で
は
無 

S
。

如
何
な
る
社
#
に
往
ハ
て
も
其
ば
殆
ん
r

ー
定
-L 

て
：ゐ
る
o
.

1

卯
が
興
所
有
者
を
戀
ず
る
'囘
數
は
明
臼
に 

人
々
に
e 

6规
許
の
貨
*
を
將
•來

に

於

け

’る

用

途

の

爲 

に
^

«
す
る
を
便
宜
ビ
す
る
や
の
事
情
に
依
賴
す
る
。

此
事
情
は
社
#
を
異
に
せ
ぼ
同
一
な
ら
ざ
る
も
然
も
同 

一
 

'社
會
に
於
て
は
日
々
又
は
季
節
毎
に
變
動
す
る
も
の
'

で
な
い
-€ 
o へ Mo

n
e
y

 a
nd 

Currency 
• p

. 

6
2。

信
用
及
び
流
雛
速
度
は
：反
對
說
ど
の
論
毕
»
を
形
成

第
十
八
^

(
一.

四
.

1

.

)

.

.：
雜
.

錄
.

货
幣
.數
.傲
魏
吵
史
的
考
钱

せ
る
事
以
上
雛
述
せ
る
が
如
し
ど
雖
"
然
も
班
に
猶

IE 

火
^
る
論
®
點
の
發
生
し
つ
、
あ
る
を
認
知
す
る

.o

即 

•
ち
此
等
諸
要
素
勝
び
^
貨
幣
，數
*

"
商
業
の
數
嫌
、
物 

贾
也
準
の
間
に
於
け
る
因
果
關
係
で
ゐ
る
。
就
中
物
價 

\

を
以
て
受
動
的
こ
な
す
事
に
對
し
幾
多
の
反
對
^
が
あ 

る
。Scott, LaugMin, A

n
d
e
r
s
o
n

 

の
如
き
興
一
例
に

し
て
询
1
4
各

樂

素

間

關

係

の

考

究

.は

此

の

一

謝

の

佩

決 

を
目
的
^
す
る
に
外
な
ら
な
いo(Barker. T

h
e

 T
h
e
o
r
y

of 

M
o
n
e
y

 

p. 

8
3
)

*
，

六 

Irving* 

F
i
s
h
e
r

吾
人
^
、Irvin

rq
»T
1

K-
ぼ
フ
の 

Purchasing 

P
o
w
e
r

 of

M
o
n
e
y

に
於
て
、
沢
代
經
濟
學
著
書
中
に
.逢
着
す
る 

貨
幣
數
暈
說
中
に
於
る
、
'最
も
强
硬
黻
烈
な
る
陳
述
を 

見
出
し
。
又
吾
人
0
味
靖
せ
る
諸
書
の
何
れ
ょ
り
も
最 

も
首
尾
貢
徹
せ
る
論
法
を
使
用
：せ
る
一
卷
を
取
得
す

此1

卷
は
如
何
な
る
取
行
#
ょ
b
も
精
巧
細
緻
に
學

第1

驟

5
 

-



第
十
八
猞
c
r
.
w ニ)

雜

錄

徵

幣

败

i
說
の
肊
妳
弈
察 

第
！#

 

一
 

a 二

說
を
記
述
し
、
，他
#

潑

の

貨

幣
*:
'

量

說

辯

讓

の

爲

に

當
 

然
論
及
せ
ら
れ
^.
各
®
論
を
集
成
し
て
ゐ
る
。
吏
に 

F
i
s
h
e
r

敎
控
の
著
誉
ー
般
論
者
ょ
り
多
大
な
る
信
憑 

を
受
け
、
以
つ
て
貨
鄕
數
量
說
の
公
足
的
陳
述
を
以
て
，
 

遇
せ
ら
る
、
に
'至
つ
た
。Sir 

D

i
 Ba

r
b
o
u
r

は
學

| 

說
鞀
叹
に
當
6

憑
依
す
可
き
權
威
€
し
て
2

^
线
敎
授
一 

を
擧
げA

.

 
0

. W
h
i
t
a
k
e
r

敎
授
は
彼
の
立
脚
す
る
一
一 

般
貨
幣
論
の
全
©

系

を

.無

制

限

に

踏

製

す

可

き

を

公

言

\ 

し
> J. 

H
.

 

H
o
l
l
a
n
d
e
r

敎
授
は
貨
幣
及
び
物
價
に
關\

 

す

る

F
i
s
h
e
r

敎
授
め
著
作
を
以
つ
て
，眞
IE
な
る
科

學

\

,を
建
設
す
可
き
舉
m
ど
歸
納
的
驗
徵
の
結
合
の
典
型
な
..\ 

hy 
ビ
賞
讃
し
て
ゐ
る
。(

p>
ロ
、

Jerwolv T
h
e

 

Value 

of 

| 

M
o
n
e
y
,

 

p
，

1
5
4
)
0

彼
は
其
見
解
を
代
ft
的
表
現
に
依
り
0
明
し
て
ゐ 

る
0
此
企
圖
は
耽
に 

S
i
m
o
n

 

N
e
w
c
o
m

cr(principles 

of Folitical 

E
c
o
n
o
m
y
r

 1835) 

E
d
g
e
w
o
r
t
h

 (report 

on 

M
o
n
e
t
a
r
y

 

Standard, 

Report 

of the 

British

Assodation 

for 

the 

A
d
v
a
n
c
e
m
e
n
t

 

of science, 

iS 

8
7
)
。H
a
d
l
e
y

 (Economics. 

1
8
9
6
)

等
に
依
り
賦
み 

b 

れ
し
所
、
姐
に
又Ba:bour, 

K
e
m
m
e
r
e
r

のP

用
す
る 

所
で
'ぁ
る
。
彼
は
貨
幣
數
*
:を
¥
其
流
通
速
度
を
> 
一
 

定
社
會
一
定
期
に
於
け
る
各
货
物
の
平
均
價
格
を
?

 ̂

ド
€
し
興
膦
買
せ
ら
れ
た
る
總
量
を
O

Q̂ 7
、
^

^

な

し
 

期
く
て
g
y 

"
P

Q

十F
Q
、

+ 

p、o

、
+ 

etc

な
る
方
程
式 

を
形
成
し
、
次
に
之
を
猶
堪
に
し
て
§
<

=
レ
.？
<2

ご
し 

M
に
F

S

P̂.
Q
'
Sを
T
に

て

表

明

し

"
以

て

M
V
H
F
T

 

ど
な
し
て
ゐ
る 

o

(purchasing P
o
w
e
r

 

of M
o
n
e
y

 

pp.

2
5
-
2
6
)
。

斯
く
て
彼
は
：此
方
程
式
ょ
り
次
の
三
粼
を
演 

繹
す
る
。

「

一
、〉

及
び
了
依
然
た
る
時
に
趴
の
み
變
動 

す
れ
ば
、
方
程
式
の
貨
幣
邊
は
同一

率
を
以
つ
て
鍵
勦 

を
招
來
し
、
從
つ
て
貨
物
邊
も
亦
同
一
此
举
に
て
#
励 

す
る
。
其
‘結
果
汎
ゆ
る
？
が
其
比
率
を
以
つ
て
變
動
す 

る
か
、
或
は
一
の
?
は
夫
ょ
り
も
多
く
他
の
？
は
ょ
り 

^
■
ぐ
變
©
し
.
互
，
に

都

整

し

^

く

て

同

.

1

平

衡

を

«

持

す

る
。
ニ
、
M
及
び
T
依
然
た
る
時
に
V

の
み
變
動
す
，
-n
に
等
し
い
し
ズIbid. 

p. 

1
7
)。

ミ
第
V
V
U提
起
せ
ら
る 

ば
、
方
程
式
の
货
幣
邊
.は
.同
一
率
^
以

っ

て

變

動

を

招

、
は
、
流
通
速
度
及
び
貨
物
總
蹵
の
測
足
方
法
(:
關
す 

ノ

:.
:

來
し
、
從
つ
て
貨
物
邊
も
亦
同
一
比
率
に
て
變
動
す
る
。

る
問
題
で
あ
る
。
彼
は
此
®

に
答
へ
て
言
ふ「

貨
幣
の 

其
結
杲
汎
ゆ
る
P

が
其
比
率
に
て
變
動
す
る
か
、
又
は
全
流
通
量
即

H

光
時
一
定
社
#
に
於
け
る
货
物
に
對
し 

成
る
P
は
夫
よ
り
多
く
他
の
?'
:
は
よ
り
少
く
變
動
し
互
|
支
拂
れ
た
る
.貨
幣
總
量
を
£

に
て
表
.示
し
、
該
期
間
に

.

.
に
補
整
し
斯
く
て
同
一
:平
*
を
維
持
す
る
。
三
M
.瓦
びj

於
け
る
通
货
平
均
總
量
を
¥
に
て
表
.不
す
る
時

-
--

V
が

變

動

せ

ざ

，る

時

は

貨

幣

邊

ぁ

貨

物

邊

を

變

動

し

な

|

E

M
は
貨
幣
流
通
速
度
で
あ
る
^
。」

(Ibid. 

p. 

s 

‘
い
の
で
あ
ら
ぅ
。其
結
粜
汎
ゆ
るQ

、s

が

變

動

す

る

に

從

又「

汎
ゆ
る
貨
物
を
計
算
す
る
取
.位
ビ
し
て
其
賀
却
に

.

.
ひ
汎
ゅ
るr

、s 

•か
反
比
例
し
て
變
動
す
る
か
.成
は1

は

際

し

、
普
通
使
用
せ
ら
る
、
取
位
に
あ
ら
す
し
て
®
礎

.

.
よ
り
多
く
、
他
は
よ
り
.少
く
變
動
し
互
.に
相
補
整
す
る
年
度
な
る
特
定
年
度
に
於
け
る
：一
卯
の
價
値
を
形
成
す

lr
*

t

5

」

.(

I
b
i
d
*:
p
p
.2
6-2
7

)

。
 

一
る
：に
足
る
最
を
使
用
す
る
時
は
條
现
的
€
な
る
で
あ
ら 

■以
上
の
論
述
よ
り
當
然
提
起
せ
ら
る
可
き
は
如
何
なj

ぅ」
(

i

.
 P. 

1
9
5
。

•
る
意
味
に
於
て
砂
糖
若
千
ど
货
幣
若
干
芒
を
等
し
ミ
す|

這
般
の
叙
述
は
信
用
を
除
外
せ
.る
を
以
つ
て
、
信
用 

ノ 

.

.
る
や
の
疑
問
で
あ
る
。
斯
»
に
關
し
彼
ゆ
右
方
程
式
をj

發
達
せ
る
現
實
社
會
に
適
用
す
る
時
は
斯
婴
素
を
も
考 

;

惯
倐
の
方
鸦
式W

な
す
事
明
瞭
で
あ
.̂
)
。以
爲
ら
く「

一\

究
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
愛U

於
て
乎
彼
は
_

を
以
つ
て
预 

^

雜̂
中
に
於
け
る
全
拟
引
に
於
て
支
拂
は
れ
れ
る
貨
幣
金
通
貨
を
表
示
せ
し
め
ゲ
を
以
：つ
て
其
流
姐
.遝
度
を
表 

總
f
tは
其
價
値
に
於
て
購
入
し
れ
る
貨
物
總
體
の
價
値
示
せ
し
め
以
つ
て
上
述
方
程
式
を
§
く
十
_
\

 ̂

= 

2
'
?
0
.

第
十
八
卷(

1
四
5

雜
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罅
十
八
卷(

1
四时

〕

雜
錄

=
1
^

€
修
正
し
て
ゐ
.る

"
斯

く

方

程

式

を

修

張

し

て

预 

金

规

貨

を.も

包

含

す

る

に

冤

る

時

、

«

?!
?
•*
量

の

物

價
 

に
及
す
影
糖
は
幾
分
間
接
^
な
り
。：其
影
響
を
探
及
す 

る
過
程
は
愈
々
祓
雜w
な
6

JR
L
困
難
を
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介
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取
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又
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あ
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述
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あ
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總
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又
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史
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pp. 

1
5
7
1
5
9
)
。

而
し
て4 

v
d
v

の
戀
動
せ
ざ
る
は「

流
通
速
度
：は
個
人
の
習
憤
に 

,
傲

賴
し」(Ibid. 

p. 

I5S「

商
業
の
潮
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从
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。
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れ
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。
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增
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取
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取
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